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　ふるさと応援団　交流会 in 東京

　6月30日（土）、五反田ゆうぽうとで、関東幡多

四万十会・四万十市ふるさと応援団「交流会in東

京」を開催しました。

　この交流会は、昨年12月に大阪で開催した「関

西交流会」に続く2回目で、今回は、関東在住の四

万十市出身者が中心となって、このたび結成した

「関東幡多四万十会」（会長・中野正三）の設立総会

にあわせて合同開催。

　当日は、約120人の地元出身者、四万十ファン

らが出席し、「ふるさと」をキーワードに親睦を深

めました。

（6ページ）
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◎花火会場⇒具同方面へ

日　時　８月２５日（土）　※雨天順延

場　所　四万十川お祭り広場周辺（赤鉄橋下）場　所　四万十川お祭り広場周辺（赤鉄橋下）

恒例のしまんと納涼花火大会を次のとおり開催します。
花火の他にもイベント盛り沢山。ご家族、ご友人お誘い合わせのうえ是非お越しください。
恒例のしまんと納涼花火大会を次のとおり開催します。
花火の他にもイベント盛り沢山。ご家族、ご友人お誘い合わせのうえ是非お越しください。

17:30～18:00　鮎つかみどり（小学生以下）
18:00～19:00　ストリートパフォーマンス、土佐中村一條太鼓、書道パフォーマンス他
19:15～19:30　市民祭パレード表彰式
19:30～20:00　クジ付協賛券抽選会
20:00～21:00　しまんと納涼花火大会

17:30～18:00　鮎つかみどり（小学生以下）
18:00～19:00　ストリートパフォーマンス、土佐中村一條太鼓、書道パフォーマンス他
19:15～19:30　市民祭パレード表彰式
19:30～20:00　クジ付協賛券抽選会
20:00～21:00　しまんと納涼花火大会

※赤鉄橋歩道上、渡川大橋歩道上では花火の観賞ができません。
※当日は会場周辺で一部交通規制が行われますのでご協力ください。
※臨時駐車場（16:00～22:00）

※赤鉄橋歩道上、渡川大橋歩道上では花火の観賞ができません。
※当日は会場周辺で一部交通規制が行われますのでご協力ください。
※臨時駐車場（16:00～22:00）

※臨時駐車場　●岩﨑公園内　●百笑町堤防※臨時駐輪場　●岩﨑公園内　●百笑町堤防

●物産館サンリバー四万十　●中村南小学校
●市役所駐車場　●幡多総合庁舎
●フジグラン四万十　●具同小学校　●マルニ四万十店
●防災センター　●マルナカ四万十店

●物産館サンリバー四万十　●中村南小学校
●市役所駐車場　●幡多総合庁舎
●フジグラン四万十　●具同小学校　●マルニ四万十店
●防災センター　●マルナカ四万十店

花火臨時バス（中村まちバス）運行
８月25日（土）の第８回しまんと納涼花火大会に合わせて、中村まちバ
スの臨時運行を行いますので、ぜひご利用ください。

【運賃（先払い方式）】大人200円、小人100円、幼児無料
前方の扉からご乗車のうえ、運賃を先にお支払いください。

※花火が遅くなった場合は遅らせて発車します。
※帰りの便は満員になった場合、時間より早く
　発車する場合があります。
※花火終了後は、渋滞のため予定通りに運行で
　きない場合があります。

（注1）サンリバー四万十構内にあります。

（注2）中村駅は、まちバス停留所からになります。

（注1）デイズからは、デイズまちバス停留所の車線反対側付近からご利用ください。

（注2）フジグラン駐車場を北側（県道側）に出た付近にあります。

高知西南交通株式会社 　 (34)1266問い合わせ先

花火会場へ

花火会場から

◎サンリバー四万十・中村駅 ⇒ 花火会場

◎具同方面 ⇒ 花火会場

停　留　所

サンリバー四万十（注１）

中村駅（注２）

アピアさつき前

大橋通六丁目

中村プリンスホテル前

停　留　所

中村プリンスホテル前

大橋通六丁目

アピアさつき前

中村駅

サンリバー四万十

停　留　所

デイズ前（注１）

高橋（具同駅前）

具同宮前(フジグラン前)（注２）

中村プリンスホテル

①
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①
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②
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⑤
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⑥
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19:58
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①②（注）

20:50

21:00

21:10

21:15

21:25

停　留　所

中村プリンスホテル前

具同宮前（フジグラン前）

高橋（具同駅前）

デイズ前

①

20:55

21:10

21:15

21:17

◎花火会場⇒
　中村駅・サンリバー四万十方面

●土佐くろしお鉄道窪川方面行き上り

　普通列車は、具同駅21:39発です。
●土佐くろしお鉄道宿毛方面行き下り

　普通列車は、具同駅21:48発です。

(注)２台のバスが同じ時刻に出発する予定ですが、
　  １台は満員になり次第出発します。
●土佐くろしお鉄道窪川方面行き上り

　普通列車は、中村駅21:54発です。
●土佐くろしお鉄道宿毛方面行き下り

　普通列車は、中村駅21:44発です。

納涼花火大会クジ付き協賛券 １枚 1,000円　好評発売中!

　　　　 ■問い合わせ先

（社）四万十市観光協会　 （35）4171

（市）観光課　　　　　　 （34）1783

第8回第8回

アロインス製薬特別協賛！
　㈱アロインス化粧品の創業30周年を記念して、協賛券をお買い上げの人の内30人に、抽選でア
ロインス化粧品詰合せを進呈します。また、惜しくも抽選にはずれた人全員にもれなく、ハズレ券
と引き換えでアロインス化粧品をプレゼントしますので、ハズレ券は捨てないでください。
※１等・２等・３等と特別協賛賞は花火会場で抽選します。
当選発表　8月28日（火）　引換期間　8月29日（水）～9月30日（日）18時まで　　引換場所　四万十市観光協会
【問い合わせ先】（社）四万十市観光協会（右山３８３－１５ サンリバー四万十敷地内）　☎（３５）４１７１

１等：４０型LED・３D対応液晶テレビ　　　　　　１０本
２等：HDDブルーレイディスク／DVDレコーダー　   ５本
３等：ドコモスマートフォン　　　　　　　　　   １０本

４等：防水・GPS機能付デジタルカメラ　　  １０本
５等：自転車　　　　　　　　　　　　　　２０本
６等：四万十川観光遊覧船ペア乗船券　　１００本
特別協賛賞：アロインス化粧品 詰合せ　　  ３０本

平
成
24
年
8
月
号

2



　

７
月
６
日
、
四
万
十
川
流
域
の
５
市
町
長

（
四
万
十
市
、
四
万
十
町
、
中
土
佐
町
、
津
野

町
、
梼
原
町
）
は
共
同
で
、
原
子
力
発
電
に
頼

ら
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
）へ
の
転
換
を
め
ざ
す「
四
万
十
川
ア

ピ
ー
ル
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

当
日
、四
万
十
川
総
合
保
全
機
構（
５
市
町

で
構
成
）の
臨
時
総
会
を
四
万
十
町
で
開
催
。

総
会
終
了
後
、「
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表
し
、
新

聞
、テ
レ
ビ
へ
の
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。    

　

「
ア
ピ
ー
ル
」は
四
万
十
市
長
が
呼
び
か
け

た
も
の
で
す
。昨
年
３
月
11
日
、東
日
本
大
震

災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

で
は
、大
量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、広

い
地
域
が
汚
染
を
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

人
々
が
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
、
不
自
由

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
だ

そ
の
解
決
の
目
途
は
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

愛
媛
県
伊
方
原
発
か
ら
高
知
県
ま
で
の
距

離
は
、四
万
十
市
と
梼
原
町
が
最
も
近
く
、最

短
の
黒
尊
地
域
で
約
45
キ
ロ
、
中
村
市
街
地

で
約
80
キ
ロ
で
す
。
ま
た
、
四
万
十
川
支
流
、

愛
媛
県
を
流
れ
る
広
見
川
の
最
上
流
ま
で
は

約
30
キ
ロ
で
す
。最
悪
の
場
合
、四
万
十
川
流

域
の
放
射
能
汚
染
は
、
す
べ
て
下
流
の
本
市

に
流
れ
込
ん
で
き
ま
す
。

　

四
万
十
川
は
日
本
最
後
の
清
流
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、豊
か
な
環
境
、自
然
と
共
生
し
た

生
活
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

流
域
に
住
む
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
こ
れ
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
と
し
て
は
、
今
後
こ
の
「
ア
ピ
ー
ル
」

の
趣
旨
に
沿
っ
て
対
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

四
万
十
川
は
源
流
か
ら
河
口
ま
で
、
全
国

の
河
川
で
唯
一
、
流
域
全
体
が
重
要
文
化
的

景
観
に
指
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
的
景
観
と
は
、
自
然
と
か
か
わ
る

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
人
々
が
造
り
出
し
て

き
た
風
景
の
こ
と
。
四
万
十
川
は
日
本
最
後

の
清
流
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
単

に
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、流
域
に
は
、棚
田
、沈
下
橋
、伝
統
漁

法
な
ど
、自
然
と
調
和
し
、共
生
し
て
き
た
わ

れ
わ
れ
の
祖
先
の
生
活
の
姿
が
い
ま
も
な
お

息
づ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

日
本
人
は
昨
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
ま
し
た
。
巨
大
防
潮
堤
を
軽
々

と
砕
き
、乗
り
越
え
、原
子
力
発
電
所
を
も
の

み
こ
ん
だ
大
津
波
。自
然
の
猛
威
の
前
に
は
、

人
間
に
よ
る
制
御
な
ど
到
底
及
ぶ
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
は
、

大
量
か
つ
高
濃
度
の
放
射
性
物
質
が
放
出
、

拡
散
さ
れ
、
広
い
地
域
が
放
射
能
で
汚
染
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
影
響
は
、は
か
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。多
く
の
人
々
が
、住
み
慣

れ
た
土
地
を
離
れ
、職
を
失
い
、厳
し
い
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
だ
そ
の
解

決
の
目
途
は
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

わ
れ
わ
れ
は
人
類
の
英
知
に
よ
る
科
学
技

術
の
進
歩
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
が
有
数
の
地
震
津
波
国
で
あ
る

以
上
、
今
後
も
原
子
力
発
電
所
は
そ
の
脅
威

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
宿
命
に
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　

四
万
十
川
流
域
に
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ
は
、

流
域
の
豊
か
な
自
然
や
環
境
を
守
り
、
ま
た

祖
先
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
生
活
、
文
化
等

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
は
原
子
力
発
電
に

頼
ら
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
、こ
こ
に
表
明
し
ま
す
。

　
　
　

２
０
１
２
年
７
月
６
日

梼
原
町
長
　
　
　

矢
野
富
夫

津
野
町
長
　
　
　

池
田
三
男

中
土
佐
町
長
　
　

池
田
洋
光

四
万
十
町
長
　
　

高
瀬
満
伸

四
万
十
市
長
　
　

田
中
　

全

四
万
十
川

ア
ピ
ー
ル

四
万
十
川

ア
ピ
ー
ル

四
万
十
川
ア
ピ
ー
ル

原
子
力
発
電
に
頼
ら
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）へ
の
転
換
を
進
め
ま
す

流
域
５
市
町
共
同

平
成
24
年
8
月
号

3



全国一斉自動放送試験
地震、津波や武力攻撃などの災害時において、緊急情報を伝えるための全国瞬時警報システム「Ｊ‐ＡＬＥＲＴ
（ジェイ・アラート）」の伝達試験が全国一斉に行われます。本市でも下記の内容で試験を実施しますので、混乱
のないようご注意ください。
　■日　　時　９月12日（水）　10時と10時30分の２回実施。
　■伝達方法　①消防無線による音声放送　　②ＩＰ告知端末による戸別放送
　　　　　　　③ＩＰ告知端末を通じた地区有線放送による音声放送（一部地域のみ）

　

高
知
県
が
実
施
す
る「
県
下
一

斉
避
難
訓
練
」
に
併
せ
、
本
市
で

も
津
波
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
日
　

時

　

９
月
２
日（
日
） 

午
前
中

■
実
施
地
区

　

下
田
、八
束
地
区

■
内
　

容

　

地
震
発
生
時
の
避
難
方
法
に

つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
訓
練
で
す
。想
定
地
震
の
発

生
と
訓
練
開
始
を
お
知
ら
せ
す

る
サ
イ
レ
ン
・
放
送
等
が
聞
こ
え

た
ら
地
区
で
定
め
て
い
る
避
難

場
所
へ
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
の
詳
細
な
内
容
は
後
日
回

覧
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
そ
の
他
訓
練

　

同
日
13
時
か
ら
渡
川
第
２
緑

地（
お
祭
り
広
場
）に
て
、中
村
地

区
防
災
連
絡
協
議
会
に
よ
る
合

同
防
災
訓
練
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

※

訓
練
実
施
と
併
せ
て
携
帯
電

　

話
を
利
用
し
た
エ
リ
ア
メ
ー

　

ル
の
配
信
訓
練
を
し
ま
す
。

津
波
避
難
訓
練

■
都
司
嘉
宣
先
生
を
地
震
津

　

波
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

　

今
年
３
月
31
日
、
内
閣
府
の
南
海
ト

ラ
フ
に
お
け
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震

津
波
想
定
を
受
け
、高
知
県
よ
り
発
表

の
あ
っ
た
新
た
な
津
波
浸
水
予
測
に

対
し
、本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
施

策
を
取
り
入
れ
、
安
心
、
安
全
な
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
28
日（
木
）、こ
れ
ら
地
震
津
波

対
策
の
専
門
家
で
あ
る
都
司
嘉
宣
先

生
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト

を
含
め
都
司
先
生
か
ら
の
助
言
、
指
導

を
受
け
な
が
ら
地
震
津
波
対
策
の
一

層
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

当
日
は
本
市
河
口
部
の
現
状
を
視

察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
と
一

緒
に
避
難
場
所
等
を
視
察
す
る
の
は

昨
年
の
２
月
、
８
月
に
続
き
今
回
３
回

目
で
、下
田
地
区
で
は
水
戸
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
や
竹
島
小
学
校
の
外
付
階

段
予
定
地
、
八
束
地
区
で
は
保
育
所
、

小
学
校
周
辺
の
避
難
路
整
備
箇
所
や

避
難
場
所
と
な
る
天
満
宮
な
ど
を
視

察
し
、貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、八
束
中
学
校
で
は
都
司
先
生

に
よ
る
防
災
授
業
を
開
催
し
、
生
徒
、

職
員
な
ど
約
60
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
大
き
な
犠
牲
を

教
訓
と
し
て
、こ
れ
か
ら
の
津
波
対
策

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
百
年
に
一
度

の
津
波
と
千
年
に
一
度
の
巨
大
津
波

（
ミ
レ
ニ
ア
ム
津
波
）を
区
分
し
、２
つ

の
基
準
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ

り
、
今
で
き
る
対
策
と
し
て
、
避
難
場

所
は
海
の
様
子
が
見
え
る
よ
う
な
場

所
を
選
ぶ
こ
と
や
、こ
れ
よ
り
上
へ
行

け
な
い
避
難
場
所
に
は
救
命
胴
衣
を

備
蓄
す
る
こ
と
な
ど
貴
重
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
後
、生
徒
た
ち
か
ら
は
伊
方
原

発
に
関
し
て
の
安
全
性
や
建
物
の
倒

壊
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て

都
司
嘉
宣

　

昭
和
22
年
奈
良
県
生
ま
れ
。地
震
学
者
。専
門
は
津
波
、歴
史
地
震
。

　

昭
和
45
年
東
京
大
学
工
学
部
卒
、昭
和
47
年
同
大
大
学
院
理
学
系
研
究
科
修
士
課
程
終

了
。理
学
博
士
。旧
科
学
技
術
庁
国
立
防
災
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
員
を
経
て
、昭
和
61

年
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
東
大
地
震
研
究
所
准
教
授
。津
波
の
解
説
者
と
し
て
テ
レ
ビ

出
演
多
数
。本
県
、特
に
幡
多
地
域
を
く
ま
な
く
歩
き
、研
究
調
査
す
る
と
と
も
に
、第
55

回
高
知
夏
季
大
学（
平
成
17
年
）、四
万
十
市
防
災
講
演
会
、市
民
大
学（
平
成
23
年
）な
ど

の
講
演
も
多
く
、60
回
以
上
来
高
し
て
い
る
。著
書
に
平
成
15
年
か
ら
高
知
新
聞
に
連
載

し
た
記
事
を
１
冊
に
ま
と
め
た「
歴
史
地
震
の
話
ー
語
り
継
が
れ
た
南
海
地
震
」が
あ
る
。

平成23年2月　津波避難施設の視察
（水戸津波避難タワー）

【このページについての問い合わせ先】（市）総務課 防災対策係　☎(35)2044
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７
月
17
日
（
火
）
〜
19
日
（
木
）
の
３
日
間
、

中
村
地
域
区
長
会
39
名
と
市
総
務
課
職
員
２

名
の
計
41
名
で
、
昨
年
９
月
の
台
風
12
号
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
和
歌
山
県
南
部

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
備

え
て
、
同
じ
太
平
洋
沿
岸
の
市
町
村
や
自
主

防
災
組
織
の
取
り
組
み
な
ど
を
学
習
し
、
今

後
の
区
長
会
や
地
区
自
主
防
災
会
の
活
動
の

参
考
と
す
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

初
日
は
紀
伊
半
島
の
南
西
に
位
置
す
る
田

辺
市
（
人
口
８
０
３
６
４
人
）
を
訪
問
。
市
の

担
当
者
か
ら
地
震
津
波
対
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
文
里
地
区
自
主
防
災
組
織
の

代
表
者
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

文
里
地
区
は
古
く
か
ら
防
災
意
識
が
高

く
、地
区
自
ら
の
資
金
・
労
力
で
避
難
路
整
備

や
海
抜
看
板
の
設
置
を
行
い
、
そ
の
活
動
が

行
政
を
動
か
し
、
更
な
る
高
台
へ
の
避
難
路

や
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
に
繋
が
っ
た
と
し
て

注
目
を
浴
び
た
そ
う
で
す
。
参
加
者
か
ら
の

「
住
民
の
防
災
意
識
向
上
」
や
「
要
援
護
者
の

避
難
対
策
」な
ど
の
質
問
に
対
し
て
は
、１
０

０
％
の
対
応
は
難
し
い
と
の
回
答
。
全
国
的

に
抱
え
る
課
題
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
海
抜
10
ｍ
の
避
難
タ

ワ
ー
や
１
千
人
を
収
容
で
き
る
避
難
広
場
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
先
ず
紀
伊
半
島
の
最
南
端
に
位

置
す
る
串
本
町（
人
口
１
８
４
０
６
人
）を
訪

問
し
、町
の
担
当
者
か
ら
病
院
、消
防
施
設
の

高
台
移
転
や
避
難
路
整
備
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
地
区
が
主
体

と
な
っ
た
避
難
路
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る

大
水
崎
地
区
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
当
地

区
で
は
、
15
分
か
か
っ
て
い
た
避
難
所
ま
で

の
時
間
が
６
分
に
短
縮
さ
れ
る
な
ど
大
き
な

成
果
を
出
し
た
一
方
、
訓
練
参
加
者
の
固
定

化
な
ど
課
題
も
多
い
と
の
こ
と
。
避
難
路
を

実
際
に
歩
き
な
が
ら
整
備
の
課
題
や
注
意
点

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
新
宮
市
（
人
口
３
１
８

８
０
人
）
。
当
市
は
、
大
逆
事
件
犠
牲
者
を
顕

彰
す
る
会
と
の
交
流
、
本
市
へ
の
新
庁
舎
視

察
受
入
な
ど
本
市
と
は
縁
の
深
い
市
で
す
。

今
回
は
海
の
津
波
に
加
え
、山
の
津
波（
土
砂

災
害
）
と
し
て
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
関
す
る

話
を
当
時
の
担
当
者
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
総
雨
量
が
１
８
０
０
㎜
を
超
え
た

昨
年
の
台
風
12
号
に
伴
う
豪
雨
で
は
、
市
内

で
14
名
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
河
川

の
氾
濫
、土
砂
崩
れ
、家
屋
浸
水
、停
電
、断
水

な
ど
、
当
時
の
担
当
職
員
自
ら
が
語
る
災
害

状
況
や
視
聴
し
た
記
録
映
像
か
ら
は
被
災
当

時
の
生
々
し
さ
が
伝
わ
り
、
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
と
同

時
に
豪
雨
災
害
は
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
田
岡
市
長
か
ら
も
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、帰
り
の
バ
ス
で
も
、担
当
職
員
の
方

の
ご
案
内
の
も
と
、
土
砂
災
害
の
多
か
っ
た

熊
野
川
沿
い
を
西
へ
進
み
な
が
ら
、
土
石
流

や
土
砂
崩
落
現
場
、
建
物
が
流
出
し
た
道
の

駅
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
自
主
防
災
組
織
代
表

者
や
豪
雨
災
害
時
に
直
接
災
害
対
策
に
従
事

し
た
職
員
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

ま
た
実
際
の
避
難
路
を
歩
き
な
が
ら
の
意
見

交
換
や
土
砂
災
害
の
現
場
を
直
接
見
ら
れ
た

こ
と
な
ど
、
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
地
震
津
波
対
策
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
古
く

か
ら
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
歴
史
と
、
近

年
の
異
常
気
象
を
考
え
る
と
集
中
豪
雨
災
害

が
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
、
更
な
る
災
害
対
策
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係

　

☎（
３
５
）２
０
４
４

災
害
に
強
い
組
織
、ま
ち
づ
く
り
へ

中
村
地
域
区
長
会 

和
歌
山
県
南
部
を
視
察

田辺市の避難広場を現地視察

串本町で避難路を歩く

新宮市熊野川沿いの土砂崩れ跡

も
り

お
お
み
さ
き
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中
野
正
三

　

関
東
幡
多
四
万
十
会
会
長

　

（
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
）

　

中
村
出
身

　

昭
和
21
年
生
ま
れ

　

６
月
30
日（
土
）、五
反
田
ゆ
う
ぽ
う
と
で
、「
関
東
幡
多
四
万
十
会
・
四

万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団 

交
流
会 

in 

東
京
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、「
関
東
幡
多
四
万
十
会
」
の
設
立
総
会
に
あ
わ
せ
て

「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」と
合
同
で
開
催
し
た
も
の
で
約
１
２
０
人
が
出
席
。

　

「
関
東
幡
多
四
万
十
会
」は
、幡
多
出
身
者
が
親
睦
を
深
め
な
が
ら
ふ
る

さ
と
を
応
援
す
る
輪
を
広
げ
よ
う
と
、関
東
在
住
の
本
市
出
身
者
が
中
心

と
な
っ
て
結
成
。会
員
数
は
発
足
時
約
１
７
０
人
で
す
が
、こ
れ
か
ら
ド

ン
ド
ン
増
や
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

一
方
、「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」の
団
員
数
は
、７
月
25
日
現
在
で
１
１
１

４
人
、こ
の
う
ち
関
東
在
住
者
は
３
０
３
人
で
あ
り
、多
く
の
方
が
両
方

に
入
会
し
て
い
ま
す
。

　

「
関
東
幡
多
四
万
十
会
」設
立
総
会
で
は
、高
知
県
東
京
事
務
所
浜
田
正

博
所
長
、関
東
高
知
県
人
会
小
谷
誠
副
会
長（
黒
潮
町
出
身
）か
ら
来
賓
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
あ
と
、中
野
正
三
会
長（
中
村
出
身
）を
は
じ
め
と
す
る

幹
事
団
メ
ン
バ
ー
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、田
中
市
長
が
本
市
の
近
況
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
報

告
し
ま
し
た
。ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、市
庁
舎
、町
並
み
な
ど
の
昔
と
今
の
写

真
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、懐
か
し
い
ふ
る
さ
と

に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、会
則
、事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
設
立
総
会
は
終
了
。

　

会
場
を
隣
り
に
移
し
て
の
交
流
会
で
は
、中
村
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

山
下
幸
夫
支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
あ
と
、め
い
め
い
が
グ
ラ
ス
を
片

手
に
、親
睦
を
深
め
あ
い
、な
か
に
は
、懐
か
し
い
友
人
と
の
再
会
を
喜
び

あ
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
内
に
は
、四
万
十
市
の
特
産
品
の
試
食
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、川
の
り
、山
間
米
な
ど
の
ほ
か
、農
商
工
連
携
で
開
発
し
た
か
り
ん

と
う
、ゆ
ず
甘
酢
、ぶ
し
ゅ
か
ん
、栗
の
加
工
品
な
ど
、懐
か
し
い
味
、新
し

い
味
と
も
に
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

途
中
、記
念
撮
影
や
特
産
品
の
抽
選
会
も
行
い
、最
後
は
幡
多
農
高
東

京
支
部
岡
村
大
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
を
も
っ
て
、盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し

ま
し
た
。

関

東

幡

多

四

万

十

会

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

交
流
会
in
東
京

関

東

幡

多

四

万

十

会

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

交
流
会
in
東
京

関

東

幡

多

四

万

十

会

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

交
流
会
in
東
京

交流会 関東幡多四万十会 設立総会

　

関
東
幡
多
四
万
十
会
と
い
う

郷
土
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
出
身
や
幡
多
郡
な

ど
の
多
く
の
方
々
よ
り
郷
土
会

の
設
立
を
強
く
望
ま
れ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
田
中
市
長
の
後

押
し
も
あ
り
、
３
月
、
後
記
の
幹

事
候
補
メ
ン
バ
ー
で
準
備
会
を

開
催
。
会
の
名
前
を
決
め
、
会
員

を
四
万
十
市
お
よ
び
幡
多
地
域

出
身
者
、
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
応

援
を
し
て
下
さ
る
方
と
し
、
目

的
を
会
員
相
互
の
親
睦
、
福
利

の
増
進
、
あ
わ
せ
て
四
万
十
市

お
よ
び
幡
多
の
発
展
に
資
す
る

と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

副
会
長
・
久
禮
孝
博
、
幹
事

長
・
山
﨑
進
一
、
事
務
局
長
・
平

田
一
郎
、
会
計
・
長
崎
千
代
、
会

計
監
査
・
夕
部
一
、
常
任
幹
事
・

今
城
千
皓
、
岡
村
大
、
笹
岡
睦
男
、

佐
藤
正
子
、
宮
崎
光
生
、
山
沖
容

子
、
久
川
健
四
郎
、
特
別
顧
問
・

田
中
全

　

６
月
30
日
の
結
成
総
会
は
、

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
と

の
共
同
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
１
２
０
人
と
会
場

に
溢
れ
ん
ば
か
り
で
し
た
。
幡

多
弁
が
楽
し
く
飛
び
交
い
、
四

万
十
市
か
ら
は
郷
土
の
物
産
展

も
会
場
内
に
設
置
さ
れ
、
仲
間

や
同
じ
地
域
の
人
々
と
の
話
が

尽
き
な
い
中
、
時
間
を
見
て
物

産
展
の
前
で
ま
た
話
に
花
を
咲

か
す
と
い
う
雰
囲
気
で
と
て
も

良
い
会
で
し
た
。

　

ま
た
、
田
中
市
長
か
ら
中
村

の
発
展
の
歴
史
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
し
な
が
ら
、
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
自
分

の
知
ら
な
い
、
ま
た
昔
を
思
い

出
す
こ
と
も
多
く
、
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

　

関
東
幡
多
四
万
十
会
と
し
て

は
、今
後
幡
多
の
地
域(

市
町
村)

ご
と
に
幹
事
会
に
入
っ
て
も
ら

い
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
こ
と
で
会
を
発
展
さ
せ
、

ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団

と
の
コ
ラ
ボ
で
、
よ
り
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。

ふ
る
さ
と
応
援
団

と
の
コ
ラ
ボ
で

ふ
る
さ
と

ご
挨
拶
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6
月
16
日
〜
7
月
15
日

６
月
16
日
　

自
衛
隊
四
万
十
協
力
会
総
会

　
　

17
日
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用
２
次
試
験

　
　

18
日
　

６
月
市
議
会
定
例
議
会（
11
〜
27
日
）

　
　

19
日
　

台
風
４
号
に
伴
う
災
害
対
策
本
部
会
議

　
　

22
日
　

四
万
十
町
長
と
の
意
見
交
換（
四
万
十
町
）

　
　

23
日
　

日
本
青
年
会
議
所
四
国
地
区
協
議
会
四
万

　
　
　
　
　

十
大
会
記
念
式
典

　
　

24
日
　

東
富
山
を
守
る
会
総
会

　
　

25
日
　

四
万
十
市
へ
の
在
住
を
支
援
す
る
協
議
会

　
　

28
日
　

J
A
高
知
は
た
総
代
会

　
　
　
　
　

政
策
会
議

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
支
援
職
員
交
流
会

　
　
　
　
　

都
司
嘉
宣
氏
と
の
南
海
地
震
対
策
ア
ド
バ

　
　
　
　
　

イ
ザ
ー
委
託
契
約
締
結
式

　
　

29
日
　

四
国
の
道
路
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

四
国
国
道
協
会
総
会（
同
）

　
　

30
日
　

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団「
交
流
会
in
東

　
　
　
　
　

京
」（
東
京
）

７
月
1
日
　

福
島
県
三
春
町
訪
問

　
　

２
日
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
出
発
式

　
　
　
　
　

は
た
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

　
　

４
日
　

古
津
賀
第
一
団
地
自
主
防
災
会
要
望
受

　
　
　
　
　

不
破
角
崎
地
区
要
望
受

　
　

５
日
　

深
木
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

蕨
岡
地
区
区
長
会
要
望
受

　
　

６
日
　

四
万
十
川
総
合
保
全
機
構
臨
時
総
会（
四
万
十
町
）

　
　
　
　
　

四
万
十
川
流
域
５
市
町
共
同
「
四
万
十
川

　
　
　
　
　

ア
ピ
ー
ル
」
発
表（
同
）

　
　

８
日
　

医
師
確
保
業
務

　
　

10
日
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
中
村
地
域
園
芸
部
懇
親
会

　
　

11
日
　

地
域
特
産
品
開
発
職
員
学
習
会

　
　

12
日
　

四
国
横
断
自
動
車
道
に
関
す
る
意
見
交
換

　
　
　
　
　

会（
黒
潮
町
）

　
　
　
　
　

同
　

高
知
県
建
設
促
進
期
成
会
総
会（
同
）

　
　

13
日
　

四
水
連
総
会
、意
見
交
換
会（
丸
亀
市
）

　
　

14
日
　

枚
方
市
と
の
交
歓
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

15
日
　

四
万
十
川
国
際
音
楽
祭

日
　
　

誌

　

私
は
、
６
月
30
日
、
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応

援
団
「
交
流
会
in
東
京
」
に
出
席
を
し
た
あ
と
、

福
島
県
郡
山
市
ま
で
足
を
延
ば
し
、翌
７
月
１

日
（
日
曜
日
）
、
三
春
町
を
訪
ね
ま
し
た
。
同
町

は
郡
山
市
の
東
隣
、列
車
で
わ
ず
か
２
駅
で
す
。

　

三
春
町
（
人
口
約
１
万
８
千
人
）
と
い
え
ば

滝
桜
で
有
名
で
す
が
、地
元
の
歴
史
、文
化
、自

然
を
生
か
し
た
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
や
、ご
く

最
近
で
は
迅
速
な
福
島
原
発
事
故
後
対
応
で

も
注
目
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　

１
９
８
０
年
か
ら
23
年
間
、三
春
町
長
と
し

て
、田
園
文
化
都
市
構
想
を
打
ち
上
げ
推
進
し

て
き
た
伊
藤
寛
さ
ん
は
、
私
の
前
の
職
場
、
農

林
中
央
金
庫
の
先
輩
で
あ
り
、ま
た
一
橋
大
学

の
先
輩
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、以
前
か
ら
親
交

が
あ
り
、本
市
応
援
団
に
も
入
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。当
日
は
伊
藤
さ
ん
に
町
内
各
所
を

案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

当
地
は
も
と
も
と
三
春
藩
の
城
下
町
で
あ

り
、
江
戸
時
代
ま
で
は
、
こ
の
地
方
の
政
治
経

済
の
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
以
降
は
交

通
の
要
所
と
な
っ
た
新
興
都
市
、郡
山
が
発
展
。

三
春
は
郡
山
の
陰
に
隠
れ
、吸
収
さ
れ
る
の
も

時
間
の
問
題
と
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
方
小
都
市
の
衰
退
パ
タ
ー
ン
に
共
通
す

る
の
は
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
。ま
ち
機
能
が

周
辺
に
無
秩
序
に
分
散
し
て
い
く
こ
と
で
す
。 　

伊
藤
さ
ん
が
考
え
た
の
は
「
ま
ち
」
と
「
さ

と
」
の
役
割
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
。
市
街
地

の
再
開
発
に
よ
っ
て
、公
共
施
設
や
商
業
施
設

を「
ま
ち
な
か
」に
戻
す
こ
と
で
し
た
。本
市
で

言
え
ば
、文
化
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
を
合
わ
せ

た
施
設
で
あ
る
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
を
街

の
「
ど
ま
ん
な
か
」
に
建
設
。
道
も
広
げ
、
ス
ー

パ
ー
も
郊
外
か
ら
呼
び
戻
し
ま
し
た
。

　

三
春
は
盆
地
の
町
。
山
ぎ
わ
に
は
、
い
ろ
ん

な
宗
派
の
お
寺
や
神
社
が
あ
り
ま
す
。そ
の
山

裾
を
土
壁
の
連
な
る
歴
史
の
道
と
し
て
整
備
。

自
由
民
権
運
動
の
先
進
地
に
ふ
さ
わ
し
く「
磐

州
通
り
」（
民
権
家
河
野
広
中
の
雅
号
）と
名
付

け
、「
加
波
山
事
件
　

自
由
の
魁
」の
碑
も
建
て

ま
し
た
。三
春
は
幸
徳
秋
水
の
最
初
の
妻
朝
子

（
元
久
留
米
藩
士
の
娘
）
の
出
身
地
で
も
あ
り

ま
す
。

　

「
ま
ち
」
と
対
を
な
す
「
さ
と
」
の
整
備
も
進

め
ま
し
た
。
基
本
理
念
は
「
田
園
生
活
に
は
本

当
の
豊
か
さ
が
あ
る
」
で
す
。
三
春
ダ
ム
立
ち

退
き
問
題
の
解
決
と
あ
わ
せ
て
、
ダ
ム
湖
（
桜

湖
）を
見
下
ろ
す
丘
の
上
に「
三
春
の
里
」を
造

成
。「
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
気
持
ち
」、「
農

を
大
切
に
し
て
き
た
生
活
文
化
」の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
「
田
園
生
活
館
」
は
都
市
住
民
と
の
交

流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
の
ど
か
な
里
に
３
・
11
東
日
本
大
震
災

は「
激
震
」を
及
ぼ
し
ま
し
た
。福
島
中
通
の
内

陸
部
に
あ
る
た
め
、津
波
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
原
発
事
故
は
「
想
定
外
」
で
し
た
。

三
春
は
福
島
原
発
か
ら
西
に
45
キ
ロ
。地
震
の

翌
日
か
ら
、大
挙
し
て
逃
げ
て
き
た
約
１
７
０

０
人
の
受
け
入
れ
に
町
は
大
混
乱
。
急
き
ょ
、

体
育
館
な
ど
公
共
施
設
を
提
供
し
、町
民
に
は

防
災
無
線
で
炊
き
出
し
、
防
寒
具
、
寝
具
の
提

供
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。町
職
員
は
機
敏

に
対
応
。避
難
者
が
人
体
へ
の
セ
シ
ウ
ム
被
害

（
甲
状
腺
が
ん
）
抑
止
薬
を
持
っ
て
い
る
の
を

見
て
、町
民
に
も
そ
の
薬
を
急
ぎ
調
達
し
配
布
。

町
民
の「
い
の
ち
」を
守
る
、行
政
と
し
て
の
意

識
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

半
年
後
に
約
８
０
０
戸
の
仮
設
住
宅
が
完

成
。葛
尾
村
は
役
場
機
能
ご
と
避
難
を
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
事
態
解
決
の
目
処
は

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

愛
媛
県
伊
方
原
発
か
ら
四
万
十
市
ま
で
の

距
離
も
最
短
の
黒
尊
地
域
で
約
45
キ
ロ
。他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。最
悪
事
態
を
想
定
し
た

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
す
。

　

「
ま
ち
な
か
」へ
の
諸
機
能
の
集
中
、「
ま
ち
」

と「
さ
と
」の
共
生
な
ど
、確
固
と
し
た
理
念
に

も
と
づ
く
自
立
を
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
あ
わ

せ
、三
春
町
の
取
り
組
み
は
本
市
と
し
て
も
大

い
に
参
考
に
な
り
、学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
訪

問
と
な
り
ま
し
た
。

三
春
に
学
ぶ

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

原発避難架設住宅
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現
在
四
万
十
市
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
多
機
能
携
帯
電
話
）
を
見
な
が
ら

街
歩
き
が
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
の
開
発
を
産
官
協
同
で

行
っ
て
お
り
、
今
年
10
月
に
サ
ー
ビ
ス

開
始（
無
料
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送

さ
れ
た
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の

ブ
ー
ム
の
後
押
し
も
あ
り
、
同
市
の
観

光
客
は
前
年
比
の
54
％
増
の
約
１
４

７
万
人
で
し
た
が
、
宿
泊
者
数
は
同

３
％
増
の
約
19
万
人
に
留
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
宿
泊

施
設
や
飲
食
店
な
ど
が
集
ま
る
中
心

市
街
地
へ
の
観
光
客
誘
導
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
は
、
県
内
で
は
初
め
て
の
試

み
で
、
史
跡
解
説
の
ほ
か
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
飲
食
店
、
特
産
品
な
ど
を
地

図
と
と
も
に
提
供
し
、
観
光
地
と
中
心

市
街
地
を
繋
げ
る
ル
ー
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

　

一
人
で
初
め
て
四
万
十
市
に
訪
れ

た
観
光
客
も
迷
わ
ず
、
安
心
し
て
街
歩

き
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
観
光
客

を
中
心
市
街
地
へ
呼
び
込
む
こ
と
を

目
論
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
18
日
（
水
）
に
は
、
岩
手
県
久
慈

市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
こ
う
し
た

本
市
の
取
り
組
み
の
視
察
に
み
え
ま

し
た
。

　

今
後
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

四
万
十
市
の
P
R
も
か
ね
た
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
皆
さ
ま
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　

片
手
に
街
歩
き
を

産
官
協
同

ア
プ
リ
開
発

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）商
工
課
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

岩手県久慈市議会の視察

四万十なびTOP画（開発中）

　

天
神
橋
商
店
街
で
は
、
空
き
店
舗
で
一
定
期
間
お
店
を
開
業

し
て
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習
得
し
て
も
ら
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
」の
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
空
き
店
舗
の
所
在
地
　

中
村
天
神
橋
54

■
募
集
店
舗
数
　

２
店
舗

　

※

募
集
店
舗
数
に
達
す
れ
ば
、お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
店
舗
面
積
等

　

１
店
舗
あ
た
り
面
積
６
〜
７
坪
程
度

■
応
募
資
格

　

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
卒
業
後
、
独
立
し
て
天
神
橋
商
店

　
　

街
に
新
規
開
業
す
る
意
欲
の
あ
る
人

　

②
新
規
開
業
と
な
る
人
、ま
た
は
現
在
の
業
種
・
業
態
の
転
換

　
　

を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
人

　

③
出
店
前
お
よ
び
出
店
期
間
中
の
講
習
会
や
運
営
会
議
な
ど

　
　

に
、参
加
で
き
る
人

　

④
原
則
と
し
て
小
売
業
を
行
う
人

■
営
業
時
間
　

10
時
〜
19
時（
定
休
日：

水
曜
日
）

■
契
約
期
間

　

６
ヶ
月
間
を
契
約
期
間
と
し
再
選
考
の
上
更
新
。
原
則
と
し

　

て
最
長
１
年
間
を
予
定
。

■
費
用
負
担

　

店
舗
使
用
料：

月
額
６
千
円
〜
８
千
円

　
　
　
　
　
　

 

（
管
理
費
、水
道
光
熱
費
、共
益
費
を
含
む
）

　

組
合
費：
月
額
２
千
円

■
預
り
保
証
金

　

契
約
時
に
１
ヶ
月
の
店
舗
使
用
料
を
預
り
保
証
金
と
し
て
も

　

ら
い
う
け
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

出
店
者
の
選
考
は
書
類
審
査
の
上
、面
接
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ち
ゃ
れ
ん
じ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
事
務
局（
担
当：

田
中
・
深
瀬
）

　

☎（
３
５
）２
０
１
９

ち
ゃ
れ
ん
じ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

　
　

Ｔ
Ｊ
Ｂ
出
店
者
募
集

　

８
月
22
日
は
土
佐
一
條
房
冬
の
妻
と

な
っ
た
玉
姫
様
の
命
日
で
す
。玉
姫
の
会
で

は
、玉
姫
様
の
命
日
に「
普
段
と
ち
ょ
っ
ぴ

り
ち
が
う
特
別
な
日
」と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、午
前
中
に
玉
姫
様
の
墓
前
を
掃

除
、墓
参
り
、玉
姫
ま
ん
じ
ゅ
う
の
お
供
え
。

　

そ
の
後
、玉
姫
の
会
に
参
加
し
て
い
る
各

店
舗
に
て
先
着
10
名
様
に
限
り
、玉
姫
ま
ん

じ
ゅ
う
の
お
も
て
な
し
と
、各
店
で
工
夫
し

た
「
一
日
だ
け
の
お
も
い
っ
き
り
感
謝

デ
ー
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　

程
　

８
月
22
日（
水
）

　

・
８
時
〜

　
　

玉
姫
様
の
墓
前
掃
除
、墓
参
り
、お
供
え

　
　

※

よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
？

　

・
各
店
舗
開
店
時
　

〜
　

 

　
　

玉
姫
の
会
参
加
店
舗
に
て
「
玉
姫
ま

　
　

ん
じ
ゅ
う
」
の
お
も
て
な
し
、
各
店

　
　

の
「
一
日
だ
け
の
お
も
い
っ
き
り

　
　

感
謝
デ
ー
」

※

玉
姫
さ
ま
の
お
も
て
な
し
・
第
２
弾
は

　

一
條
大
祭
の
11
月
22
日
（
木
）
に
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
玉
姫
の
会 

部
会
長
　

乾
梢
　

　

☎（
３
５
）２
２
２
６

四
万
十
玉
姫
の
会

 

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
１
５
０
周
年
祭

  

玉
姫
さ
ま
の
お
も
て
な
し
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「
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
」は
ご
当
地
グ
ル

メ
の
大
会
（
試
食
会
）
と
し
て
、
市
内
産
の
食

材
を
使
っ
た
四
万
十
の
名
物
と
な
る
べ
く
メ

ニ
ュ
ー
の
掘
り
起
こ
し
や
開
発
を
行
い
、
市

民
や
観
光
客
へ
の
提
供
を
通
じ
て
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
平
成
22
年
度
よ
り
中
村

料
理
飲
食
店
組
合
の
主
催
に
よ
り
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
も
、
出
展
者
や
メ
ニ
ュ
ー
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
出
展
者
を

募
集
し
ま
す
。（
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
は
問
い

ま
せ
ん
）

　

下
記
に
該
当
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
が
可

能
な
方
々
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

■
日
　

程
　

９
月
16
日（
日
）

■
場
　

所
　

中
村
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内

■
募
集
す
る
出
展
者
数
　

５
店
舗
程
度

■
出
展
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

　

（
１
品
に
限
り
ま
す
）

・ 

今
回
の
テ
ー
マ
「
【
ぶ
し
ゅ
か
ん
（
酢
み
か

　

ん
）
】
を
使
う
こ
と
、
ま
た
他
の
原
材
料
も

　

で
き
る
限
り
地
元
の
食
材
を
使
う
こ
と

・ 
地
元
で
は
当
た
り
前
に
作
ら
れ
て
い
る
が

　

市
全
体
に
は
広
ま
っ
て
い
な
い
も
の

・ 

独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
で
新
し
く
考
案
し
た

　

も
の

■
出
展
料
　

無
料
　

※

原
材
料
費
（
試
食
数
分
）
に
つ
い
て
は
、
主

　

催
者
が
負
担
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　

８
月
15
日（
水
）ま
で

■
申
込
方
法
　

　

市
商
工
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
用

　

紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
市
）商
工
課
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

　

四
万
十
市
雇
用
創
造
促
進
協
議
会
で
は
、

実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
実
施
に
と
も
な

い
、
広
報
６
月
号
で
５
人
募
集
し
た
契
約
職

員
（
７
月
１
日
採
用
）
に
続
い
て
、
今
月
は
３

人（
10
月
１
日
採
用
）の
第
２
次
募
集
を
行
い

ま
す
。

■
職
　

種
　

実
践
支
援
員

■
主
な
事
業
内
容

　

①
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
サ
ブ
リ
ー

　
　

ダ
ー
の
指
示
に
従
い
、６
次
産
業
化
、農

　
　

商
工
連
携
、
事
業
推
進
員
と
の
連
携
を

　
　

行
い
、
四
万
十
市
の
特
産
品
開
発
を
行

　
　

う
。

　

②
四
万
十
市
の
特
産
品
を
全
国
へ
販
路
開

　
　

拓
な
ど
を
行
う
。

※

当
協
議
会
が
８
、９
月
に
開
催
す
る
講
座
・

　

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
へ
参
加
の
こ
と（
後
日
、当

　

協
議
会
か
ら
講
座
開
催
に
つ
い
て
の
チ
ラ

　

シ
が
高
知
新
聞
折
り
込
み
等
で
周
知
さ
れ

　

ま
す
）。

■
募
集
期
間
　

　

９
月
10
日
（
月
）
17
時
ま
で
に
市
商
工
課
ま

　

で
、履
歴
書
等
を
郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
。

■
募
集
人
員
　

３
人

■
契
約
期
間
　

　

平
成
24
年
10
月
１
日

　

〜
平
成
27
年
３
月
31
日（
最
長
）

■
待
　

遇

・
賃
　

金：

月
額
１
８
０
千
円

・
勤
務
時
間：

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
　

　

（
繁
忙
期
は
時
間
外
勤
務
あ
り
）

・
休
　

日：

土
、日
、祝
日
な
ど

　

（
繁
忙
期
は
休
日
勤
務
あ
り
）

　

※

協
議
会
就
業
規
則
に
基
づ
く
有
給
休
暇

　
　

あ
り

・
各
種
保
険
等：

健
康
保
険
、厚
生
年
金

　
　
　
　
　
　

雇
用
保
険
、労
災
保
険

　
　
　
　
　
　

通
勤
手
当
、残
業
手
当

■
選
考
方
法

・
１
次
選
考：

履
歴
書
に
よ
り
選
考

・
２
次
選
考：

１
次
選
考
合
格
者
に
連
絡

　

の
う
え
、面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
・
履
歴
書
等
提
出
先
】

　

〒
７
８
７‐

８
５
０
１
　

　
　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４‐

10
　

　
　

（
市
）商
工
課
☎（
３
４
）１
１
２
６

前回の模様 会場は大盛況!!

雇
用
創
造
促
進
協
議
会

　

契
約
職
員
を
第
２
次
募
集
し
ま
す

「
四
万
十
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
」

　
　
　
　

〜
ぶ
し
ゅ
か
ん
ま
つ
り
〜

 
出 
展 
者 

募 

集 

！

〝
食
の
地
域
お
こ
し
〞
に
つ
な
が
る

メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
み
ま
せ
ん
か
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̶

昨
年
、本
市
で
２
万
人
を
集
め
、今

年
５
月
に
は
黒
潮
町
で
も
開
催
し
た

「
は
た
フ
ェ
ス
」が
四
万
十
市
に
帰
っ

て
き
ま
す
！

　

入
田
河
川
敷
に
、
幡
多
地
域
内
外

の
「
食
」「
楽
」「
学
」
が
大
集
合
！ 

自

然
あ
ふ
れ
る
幡
多
６
市
町
村
の
新
し

い
お
祭
り
で
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
、地
域
、分
野
が
混

ざ
り
合
い
、
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
皆
が
遊
び
、
楽
し
み
、
そ
し
て

学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
も
ち
投
げ
も
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　

時
　

９
月
15
日（
土
）
　

　
　
　
　
　

10
時
〜
20
時

■
場
　

所
　

入
田
河
川
敷

　

※

雨
天
時
は
安
並

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

は
た
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎（
３
５
）６
９
０
０

　

E
-m
a
il：
info@

ha
ta
fe
s.com

 

は
た
フ
ェ
ス
２
０
１
２ 

in 

四
万
十

食
べ
て
・
踊
っ
て
・
遊
ん
で
・

学
ん
で
・
餅
ひ
ら
お
う 

飲食ブースの充実ぶりは県内最大級 とにかく色々なイベントがあります よさこいで会場の熱気も最高潮

公
共
建
築
物
の
木
造
、木
質
化
へ

　

市
で
は
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
利
用
促
進
に
向
け
て
公
共
建

築
物
の
木
造
化
、木
質
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
庁
舎
１
階
玄
関
を
は
じ
め
、西
土
佐
小
学
校
に
お
い
て

も
四
万
十
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
木
質
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、現
在
建
築
中
の
中
村
小
学
校
の
木
質
化
や
今
後
整
備
を

計
画
し
て
い
る
西
土
佐
総
合
支
所
に
お
い
て
も
木
質
化
に

よ
る
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
地
産
地
消
を
図
る
予
定
で
す
。

　

一
方
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た
市
産
材
の
利
用
促
進
と
、
地

域
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
た
四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事

業
で
は
、本
年
度
に
も
30
件（
４
５
０
０
万
円
）の
補
助
を
予

定
し
て
お
り
、ヒ
ノ
キ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
万
十
ヒ
ノ
キ
の

　

利
用
促
進
に
向
け
て

４
市
町
村
で
連
携

　

７
月
20
日
（
金
）
、「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協

議
会
」（
会
長・

四
万
十
市
長
）の
総
会
を
開
き
、四
万
十
ヒ
ノ

キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
２
年
目
の
事
業
展
開
等
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
四
万
十
市
、
四
万
十
町
、
中
土
佐
町
、
三
原
村

の
行
政
、
森
林
組
合
、
県
森
林
組
合
連
合
会
で
構
成
し
て
お

り
、ヒ
ノ
キ
の
利
用
促
進
に
向
け
た
官
民
の
連
携
等
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
に
お
い
て
は
、良
質
材
の
生
産
の
た
め
の
森

林
整
備
、
公
共
建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
や
木
造
住
宅
建
築

へ
の
補
助
な
ど
の
地
産
地
消
の
ほ
か
、イ
ベ
ン
ト
や
商
談
会

等
を
通
し
た
地
産
外
商
を
積
極
的
に
進
め
、四
万
十
ヒ
ノ
キ

の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）林
業
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
８

西土佐小学校

四万十ヒノキブランド化推進協議会 総会
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地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し

て
、
市
産
材
利
用
促
進
事
業
の
補
助
金
確

定
者
に
対
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
の
補
助
申
請
に

つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
優
遇
措
置
を
設

け
て
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
と
は
、

　

市
産
材
を
用
い
た
住
宅
を
建
築
す
る
際

　

に
市
産
材
の
購
入
に
要
す
る
経
費
を
補

　

助
す
る
事
業
で
す
。

※

な
お
、
通
常
枠
へ
の
申
し
込
み
は
申
請

　

多
数
に
よ
り
受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。

■
補
助
対
象
者

　

自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
人

※

た
だ
し
、
自
ら
が
電
力
会
社
と
電
灯
契

　

約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
人
で
、
市
税

　

の
滞
納
が
な
い
人
な
ど
条
件
が
あ
り
ま

　

す
。

■
補
助
金
額

　

出
力
１
kw
あ
た
り
４
万
円

　

（
上
限
16
万
円
）

※

通
常
申
請
よ
り
出
力
１
kw
あ
た
り
１
万

　

円
の
上
乗
せ

■
予
算
枠
　

１
６
０
万
円

■
申
請
方
法

　

申
請
書
と
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添
付

　

し
て（
市
）環
境
生
活
課
ま
で
郵
送
ま
た

　

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
て

　

受
付
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、（
市
）
環
境
生
活
課

　

ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

　

市
産
材
利
用
促
進
事
業
補
助
金
確
定
者

　

の
予
算
枠
へ
の
申
請
は
、12
月
28
日（
郵

　

送
の
場
合
は
12
月
31
日
消
印
有
効
）
ま

　

で
受
け
付
け
ま
す
が
、
申
請
期
間
終
了

　

時
点
で
予
算
が
残
っ
て
い
た
場
合
は
、

　

通
常
申
請
を
含
め
た
対
象
者
す
べ
て

　

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

※

申
請
は
、
工
事
を
開
始
す
る
前
に

　
　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
事
後
申
請
で
は

　
　

補
助
金
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　
　

注
意
く
だ
さ
い
。

　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

（
市
）環
境
生
活
課
　

　
　

☎（
３
４
）６
１
２
６

　

今
夏
の
電
力
需
給
状
況
は
依

然
厳
し
く
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ

ル
等
不
測
の
事
態
が
発
生
し
電

力
不
足
と
な
る
場
合
は
、「
計
画

停
電
」
も
あ
り
う
る
と
い
う
状

況
に
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
は
７
月
以
上
に
電
力
需

要
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
節
電

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
地
球
温
暖
化
防
止
の
為
に

　

も
、
普
段
か
ら
節
電
に
心
が

　

け
て
く
だ
さ
い
。

◇
具
体
的
な
節
電
メ
ニ
ュ
ー
を

　

広
報
７
月
号
に
掲
載
し
て
い

　

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

◇
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
、
無

　

理
の
な
い
範
囲
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課 

環
境
係

　

☎（
３
４
）６
１
２
６

 

引
き
続
き

節
電
に
ご
協
力
を
！

引
き
続
き

節
電
に
ご
協
力
を
！

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
の
補
助
金
確
定
者

か
ら
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

*
*

　

県
外
で
働
い
て
い
る
人
が
地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー

ン
し
よ
う
と
す
る
際
、ま
ず
不
安
に
思
う
の
が
お
仕
事
の

こ
と
。

　

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
ん

な
人
と
県
内
の
求
人
企
業
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
で
す
。高

知
県
で
の
企
業
就
職
を
考
え
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
登
録

い
た
だ
く
と
と
も
に
、お
知
り
合
い
で
関
心
を
持
っ
て
い

る
人
に
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

登
録
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
で
き
ま
す
が
、

申
込
書
の
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、左
記
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、併
せ
て
求
人
企
業
の
登
録
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、関
心
を
お
持
ち
の
企
業
の
方
々
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
企
業
就
職
等
支
援
　

セ
ン
タ
ー

　

（
高
知
市
丸
ノ
内
１‐

２‐

20
　

　

高
知
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政
策
課
内
）

　

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
平
日
９
時
〜
16
時
）

　
　
　

☎
０
１
２
０‐

１
０
３‐

２
４
５

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

h
ttp
://u
i-tu
rn
.p
re
f.k
o
ch
i.lg
.jp

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
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後
納
制
度《
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
可
能
期
間
延

長
制
度
》の
お
知
ら
せ

　

後
納
制
度
と
は
、こ
れ
ま
で
、国
民
年
金

保
険
料
は
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、本

年
10
月
か
ら
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
年

金
確
保
支
援
法
に
よ
り
、時
限
措
置
と
し
て

過
去
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
人
、約

１
千
７
百
万
人
に
対
し
、下
記
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
の
と
お
り
、制
度
の
お
知
ら
せ
を
送
る

予
定
で
す
。

　　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

（
中
村
東
町
２
丁
目
４-

10
）

　

0（
３
４
）１
６
１
６

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

８
月
16
日（
木
）、西
土
佐
総
合
支
所
で
10

時
か
ら
15
時
ま
で
、日
本
年
金
機
構
に
よ
る

年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証

等
）や
年
金
手
帳
、年
金
証
書
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任

状（
基
礎
年
金
番
号
、相
談
内
容
、交
付
物

の
記
載
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、身
分
証
明
書
と

し
て
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

公
的
機
関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の

顔
写
真
付
身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　

0（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係

　

0（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　

0（
５
２
）１
１
１
１

送 付 対 象 者

●60歳以上で対象期間を有する人

●50歳以上60歳未満で、平成14年10月～12月までに対象期間を有する人

50歳未満で平成14年10月～12月に対象期間を有する人

平成15年1月～3月に対象期間を有する人

50歳以上60歳未満で平成15年度以降に対象期間を有する人

50歳未満で平成15年度に対象期間を有する人

50歳未満で平成16年度から平成18年度に対象期間を有する人

50歳未満で平成19年度から平成21年度に対象期間を有する人

送 付 日

平成24年 7月31日～ 8月28日

平成24年 8月31日～ 9月28日

平成24年11月30日～12月19日

平成25年 1月 4日～ 1月23日

平成25年 1月31日～ 2月20日

平成25年 4月30日～ 5月22日

平成25年 7月 1日～ 7月24日

回　数

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

【送付対象者と送付期間等】

※死亡者などは事前お知らせの発送から除外されます。

　

10
月
21
日（
日
）に
開
催
す

る「
第
18
回 

四
万
十
川
ウ
ル

ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」に
は
、全
国

47
都
道
府
県
か
ら
過
去
最
多

と
な
る
４
８
５
９
人
の
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。秋
に

は
、こ
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
た
２
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ

ー
が
四
万
十
路
を
駆
け
抜
け

ま
す
。皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、コ
ー
ス
が
非
常
に
狭

い
た
め
、大
会
当
日
は
、コ
ー

ス
上
へ
の
車
両
の
乗
り
入
れ

を
で
き
る
だ
け
自
粛
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

第18回
市民の手で成功させよう

【問い合わせ先】
■四万十川ウルトラマラソン
　実行委員会事務局
（市民スポーツセンター内）
〒787-0008 四万十市安並4231　
0（34）0605　FAX（34）4894

■四万十川ウルトラマラソン
　実行委員会西土佐事務局
（西土佐ふれあいホール内）
〒787-1603 四万十市西土佐用井1101-5　
0（52）1110　FAX（52）1446

60km
100km
合　計

男　性
912
3,020
3,932

女　性
399
528
927

合　計
1,311
3,548
4,859

１０月21日
（日）

開　催！
１０月21日

（日）

開　催！
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列車に乗って花火を見に行こう
～臨時列車運行のお知らせ～

【問い合わせ先】土佐くろしお鉄道　中村駅 0（35）4961 

　８月１５日（水）に黒潮町で開催される花火大会にあわせて、臨時列車の運行および運行時刻の変更を行
います。自動車では大変な混雑が予想されます。列車で快適に花火を見に行きませんか？
※変更は８月１５日（水）のみです。

有岡

国見

具同

中村

古津賀

土佐入野

浮鞭

浮鞭

土佐入野

古津賀

中村

具同

国見

有岡

特急

↓

21：31

↓

21：38

普通

21：44

21：48

21：52

21：58

特急

↓

21：31

↓

21：38

普通

21：38

21：42

21：50

21：53

21：59

22：02

22：09

普通

19：42

19：48

19：52

19：59

20：02

20：10

20：14

※通常ダイヤからの変更なし ※浮鞭～中村の臨時列車の運行、および中村～宿毛の時刻変更

○行き ○帰り　臨時列車運行および時刻変更

●シーサイドギャラリー2012夏　　８月１５日(水)　打ち上げ：２０時４０分～　
黒潮町入野松原（土佐入野駅から徒歩１０分）

○料金　普通列車運賃　　中村～土佐入野　240円（小児半額）
　　　　自由席特急料金　　　　〃　　　　300円（　　〃　）

有岡

国見

具同

中村

古津賀～

窪川

特急

21：03～

↓

21：38

普通

21：44

21：48

21：52

21：58

特急

23：03～

↓

23：38

↓

↓

↓

普通

18：29

18：35

18：39

18：49

18：52～

19：56

窪川～

古津賀

中村

具同

国見

有岡

○行き ○帰り

●窪川まつり花火大会　　　８月１１日(土)　打ち上げ：２０時～
窪川大橋下流（窪川駅から徒歩１０分）

○料金　普通列車運賃　　中村～窪川　1,060円（小児半額）
　　　　自由席特急料金　　　　〃　　　400円（　　〃　）

このほかにも、高知県西部ではたくさんの花火大会が開催されます。
この機会にぜひ土佐くろしお鉄道を利用してみてください。

古津賀

中村

具同

国見

有岡～

東宿毛

普通

21：15～

21：29

21：35

21：39

21：54

21：57

普通

18：08

18：12

18：16

18：20

18：29～

18：43

東宿毛～

有岡

国見

具同

中村

古津賀

○行き ○帰り

●市民祭宿毛まつり
　１０月７日(水)　打ち上げ：２０時～
松田川親水公園（東宿毛駅から徒歩5分）

○料金
　普通列車運賃　　中村～東宿毛　610円（小児半額）

古津賀方面から

古津賀

中村

具同

普通

18：29

18：35

18：39

18：43

普通

18：08

18：12

18：16

有岡方面から

有岡

国見

具同

中村

○行き

●しまんと市民祭納涼花火大会
　８月２５日(土)　打ち上げ：２０時～
四万十川河川敷赤鉄橋付近（中村駅・具同駅から臨時バス運行）

古津賀方面へ

具同

中村

古津賀

普通

21：44

21：48

21：52

21：58

普通

21：39

21：54

21：57

有岡方面へ

中村

具同

国見

有岡

○帰り

※臨時バスの時刻表は２ページをご確認ください。
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７
月
12
日（
木
）、市
内
の
観
光
遊
覧
船
事
業
者
で
組
織

す
る
四
万
十
川
観
光
遊
覧
船
連
絡
協
議
会
に
よ
る
救
命
・

救
助
訓
練
が
四
万
十
消
防
署
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、四
万
十
川
観
光
遊
覧
船
の
関
係
者
が
水

難
事
故
等
の
不
測
の
事
態
に
対
す
る
安
全
か
つ
確
実
な
救

命
・
救
助
技
術
を
習
得
し
、観
光
遊
覧
船
の
安
全
な
運
行
を

図
る
こ
と
や
川
を
訪
れ
た
方
の
不
測
の
事
態
に
備
え
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
だ

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、豪
雨
に
よ
る
増
水
の
た
め
、実
際
の
事
故
を
想

定
し
た
川
で
の
救
助
訓
練
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、四

万
十
消
防
署
で
行
な
わ
れ
た
救
命
講
習
で
は
、参
加
者
17

人
が
心
肺
蘇
生
の
手
順
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
心
臓
へ
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
行
な
う
た
め
の
機
器
）の
使
用
方
法
な
ど
、救
命
活
動

に
必
要
な
知
識
と
技
術
を

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
水
を

飲
ん
で
溺
れ
た
人
に
も
胸

骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
を
し
て
良
い
の
か
」

「
地
面
が
濡
れ
て
い
て
も

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
使
用
可
能
か
」

な
ど
、
川
で
事
故
が
起
き

た
場
合
を
想
定
し
た
質
問

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
。 観

光
遊
覧
船
を

よ
り
安
全
に
運
行
す
る
た
め
に
！

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線

で
は
、
７
月
３
日
（
火
）
か
ら
、
普
通
列

車
の
車
内
に
風
鈴
な
ど
を
飾
り
付
け

し
た
「
風
鈴
列
車
」
を
宿
毛
〜
窪
川
間

で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

車
内
の
風
鈴
に
は
、中
筋
保
育
所
と

東
中
筋
保
育
所
の
園
児
た
ち
が
願
い

事
を
書
い
た
短
冊
が
付
け
ら
れ
、涼
し

げ
な
音
色
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

　

７
月
４
日
（
水
）
に
は
短
冊
を
書
い

た
園
児
23
人
が
風
鈴
列
車
に
乗
車
し
、

中
村
駅
構
内
に
設
置
し
た
笹
に
短
冊

を
飾
り
つ
け
た
り
、ア
ン
パ
ン
マ
ン
列

車
の
見
学
や
サ
ニ
ー
く
ん
、
サ
ン
コ

ち
ゃ
ん
と
の
記
念
撮
影
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
、
お

礼
に
「
七
夕
さ
ま
」
の
合
唱
を
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

風
鈴
列
車
は
８
月
末
ま
で
運
行
し

て
い
ま
す
の
で
、花
火
大
会
な
ど
夏
の

イ
ベ
ン
ト
に
ご
家
族
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
中
村
駅
に
は
、
市
内
の
有
志

の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
南
部
鉄
の
風

鈴
が
涼
や
か
な
音
を
奏
で
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、中
村
駅
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

風
鈴
列
車
運
行
中
！

　

７
月
21
日（
土
）、四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
で「
四

国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
２
０
１
２ 

四
万
十
シ
リ
ー
ズ
戦
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
季
初
め
て
の
本
市
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
で
、

市
の
後
援
試
合
と
し
て
行
わ
れ
、
観
客
数
４
１

３
人
を
動
員
し
ま
し
た
。

　

１‐

１
の
引
き
分
け
で
終
了
し
た
も
の
の
、

ス
タ
ン
ド
か
ら
の
声
援
の
絶
え
な
い
熱
い
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
は
Ｆ
Ｄ
選
手
に
よ
る
少
年
野
球

教
室
が
行
わ
れ
、東
山
ボ
ー
イ
ズ
、中
村
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
八

束
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
参
加

し
、
守
備
、
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
練
習

に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

香
川
Ｏ
Ｇ
と

の
試
合
は
９
月

15
日
（
土
）
に
も

四
万
十
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で

す
。

　

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

 

　

vs 

香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ少年野球教室

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
２
０
１
２
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ア
ザ
ミ
の
会（
田
野
川
乙
）

や
す
ら
ぎ
の
公
園
で
の
つ
ど
い

　

７
月
21
日
（
土
）
、
田
野
川
乙
の
後
川
右
岸
に
あ
る
通
称

「
や
す
ら
ぎ
の
公
園
」で
、「
ア
ザ
ミ
の
会（
現
・
田
野
川
乙
健

康
福
祉
委
員
会
）」に
よ
る
緑
陰
講
座
お
よ
び
食
事
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

「
ア
ザ
ミ
の
会
」
は
、
田
野
川
乙
地
区
の
人
々
に
よ
る
団

体
で
、約
10
年
に
わ
た
り「
や
す
ら
ぎ
の
公
園
」内
の
清
掃
・

整
備
を
か
ね
て
、ラ
ジ
オ
体
操
や
、簡
単
な
親
睦
会
を
催
し

て
き
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
そ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
、
花
と
緑
の
愛

護
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
、
今
年
の
６
月

に
国
土
交
通
省
か
ら
、
第
23
回
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
催
し

は
そ
の
祝
賀
を
か
ね
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

最
初
に
賞
状
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
公
園
内

を
散
策
し
な
が
ら
、
市
生
涯
学
習
課
職
員
に
よ
る
植
物
観

察
を
し
ま
し
た
。こ
の
公
園
の
中
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
植
物
が
生
育
し
て
お
り
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
マ
イ
ヅ

ル
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
や
ヒ
ト
ツ
バ
ハ
ギ
な
ど
も
自
生
し
て

い
ま
す
。い
つ
も
公
園
の
清
掃
を
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、

初
め
て
知
る
植
物
も
あ
り
、
講
師
の
お
話
に
興
味
深
く
耳

を
傾
け
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
公
園
内
を
散
歩
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
大
き
な
エ
ノ
キ
の
木
陰
に
集
ま
っ
て
、
木
漏

れ
日
の
な
か
で
楽
し
く
食
事
を
し
、
の
ど
か
な
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

枚
方
市
･
四
万
十
市

交
歓
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

７
月
14
日
（
土
）
、
安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
運

動
公
園
、
四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、「
第
24
回 

枚
方

市
・
四
万
十
市
交
歓
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
阪
府
枚
方
市
は
、１
９
７
４
年
に
旧
中
村
市
と

友
好
都
市
提
携
を
結
び
、平
成
26
年
度
に
は
締
結
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、両
市
が
開
催
地
を
交
互
に
受
け
持

ち
、
３
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
本
市
で
の

開
催
は
６
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

３
年
に
一
度
で
は
待
ち
き
れ
な
い
と
、独
自
で
交

流
を
行
う
団
体
も
あ
る
中
、
今
大
会
に
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
に

両
市
合
わ
せ
て
11
チ
ー
ム
（
枚
方
市
73
人
、
四
万
十

市
１
２
２
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
競
技
と
も
楽

し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
、時
に
は
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、友
好
の
絆
を
い
っ
そ
う
深
め
ま
し

た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、本

市
で
は
お
な
じ
み
の
間
六
口
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
、両
市
楽
し
く
歓
談
し
な

が
ら
、３
年
後
の
枚
方
市
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
も

ち
ろ
ん
、こ
れ
か
ら
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
交
流
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。
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注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診票または受診券を送付している人および、40歳以上の協会けん
　 ぽ等に加入している被扶養者の人で、市に予約済みの人が対象です。
　 また、今年度から肝炎ウィルス検査を行います。過去に検査していない人が対象ですので希望する人は、受付時に申し込んでください。 

※8月18日(土)までの計画については、広報四万十7月号に掲載しています。

【問い合わせ先】　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132  

8
20（月）

21（火）

22（水）

23（木）

24（金）

27（月）

28（火）

29（水）

30（木）

31（金）

3（月）

4（火）

5（水）

6（木）

7（金）

10（月）

11（火）

12（水）

13（木）

14（金）

該当地区

中村街

中村街

　

　

下田

八束

富山

富山

中村街

大川筋

　

富山

蕨岡

蕨岡

　

　

時　　間

9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

9:00 ～ 11:00

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

12:50 ～ 13:30

10:00 ～ 11:30

11:00 ～

13:00 ～ 13:30

13:30 ～

12:50 ～ 13:30

10:00 ～

9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

10:00 ～

9:00～ 12:00　13:00～ 17:00

13:30 ～

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

13:00 ～

10:00 ～ 10:30

13:30 ～ 14:30

13:30 ～

9:00～12:00　13:00～17:00

9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

9:00 ～ 11:00

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

12:50 ～ 13:30

9:00 ～ 11:30

13:00 ～ 15:30

9:30 ～ 10:30

13:30 ～ 14:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

9:30～ 10:30　13:30～ 14:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:30

13:00 ～ 15:30

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:30

10:00 ～

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

10:00 ～

12:50 ～ 13:30

場　　　所

文化センター

西土佐分署横

中央公民館

健康管理センター

具同体育センター

下家地集会所

健康管理センター

中家地集会所

健康管理センター

宮地集会所

竹島集会所

西ケ方集会所

市役所

奥屋内下集会所

間崎集会所

津野川集会所

片魚ふれあいの里

旧常六小学校

橘集会所

市役所

中央公民館

西土佐分署横

かわらっこ

須﨑集会所

大宮出張診療所

健康管理センター

口屋内出張診療所

奥屋内出張診療所

富山地区集会所

蕨岡生活改善センター

本村半家集会所

藤ノ川出荷所

蕨岡生活改善センター

津野川小学校

西土佐保健センター

西土佐保健センター

西土佐保健センター

具同体育センター

西土佐保健センター

玖木公民館

健康管理センター

健康管理センター

奥屋内下集会所

健康管理センター

８
月

９
月

月　 日 事　　業　　名　

特定健診説明会

定期健康相談

特定健診（生活習慣病健診）　注

乳児健診

マム＆チルドレン

健康の集い(食事会セット)

輝くカラダ塾「運動教室」

健康の集い

１歳９ヵ月健診

出張料理教室

特定健診説明会

出張料理教室

親子子育て相談(要予約)

健康の集い

特定健診（生活習慣病健診）　注

健康の集い

特定健診（生活習慣病健診）　注

特定健診（生活習慣病健診）　注

健康の集い

医師による子育て相談（要予約）

特定健診説明会

定期健康相談

特定健診（生活習慣病健診）　注

乳がん検診

乳がん検診

乳児健診

乳がん検診

乳がん検診

特定健診（生活習慣病健診）　注

特定健診（生活習慣病健診）　注

乳がん検診

乳がん検診

特定健診（生活習慣病健診）　注

乳がん検診

乳がん検診

乳がん検診

乳がん検診

マム＆チルドレン

乳がん検診

健康の集い

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

出張料理教室

３歳児健診

平
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県
で
は
高
知
県
歯
科
医
師
会
の
協
力

の
も
と
、８
０
２
０
運
動（
80
歳
で
20
本

以
上
の
歯
を
保
ち
お
い
し
く
食
べ
て
健

康
づ
く
り
）事
業
の
一
環
と
し
て
、80
歳

以
上
で
噛
む
事
の
で
き
る
自
分
の
歯
が

多
く
残
っ
て
い
る
人
を
審
査
し
、
表
彰

す
る
「
高
知
県
い
い
歯
の
表
彰
　

熟
年

者
の
部
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
お
近
く
の

歯
科
診
療
所
に
連
絡
の
う
え
歯
科
健
診

（
無
料
）を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
対
　

象
　

 

・
11
月
８
日
（
い
い
歯
の
日
）に
80
歳
以

　

上
に
な
る
県
民
。

 

・
20
本
以
上
噛
む
こ
と
の
で
き
る
自
分

　

の
歯
（
健
全
歯
、
処
置
歯
、
未
処
置
歯

　

は
問
わ
な
い
）が
あ
る
こ
と
。

■
無
料
歯
科
健
診
期
間

　

８
月
17
日（
金
）〜
９
月
21
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

幡
多
福
祉
保
健
所
健
康
障
害
課
　

　

歯
科
保
健
担
当

　

☎（
３
５
）５
９
７
９
　

　

こ
の
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
人
を
抽
出
し
、対
象
者
が

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
発
症
し
た
り
、症
状
が
進
行
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

医
療
保
険
者
が
生
活
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
に
、ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
か
ら
特
定
健
診
は
無
料
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

　

(

集
団
、個
別
健
診)

〔
注
意
事
項
〕

①
特
定
健
診
受
診
時
に
は
、受
診
券
・
問
診
票
・

　

保
険
証
が
必
要
で
す
。

②
受
診
券
の
受
け
取
り
方
法
は
、加
入
し
て
い

　

る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

医
療
保
険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、4
月
1
日
以
降
継
続
し
て
国
保
に

加
入
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、特
定
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
を
受
診
す
る
方
法
と
し
て
は
、①
地
区

ご
と
に
行
う
集
団
健
診
、②
届
出
の
あ
っ
た
医

療
機
関
で
受
診
す
る
個
別
健
診
の
２
つ
が
あ

り
ま
す
。

　

受
診
券
が
ま
だ
届
い
て
な
い
人
で
、早
期
に

個
別
健
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、下
記
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
診
期
限：

平
成
25
年
1

月
31
日
ま
で
）

　

※
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

市
で
実
施
す
る
各
種
が
ん
検
診
は
、4
月
か

　

ら
集
団
検
診
で
順
次
行
っ
て
い
ま
す
が
、受

　

診
可
能
な
が
ん
検
診
は
随
時
申
し
込
み
を

　

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、申
し
込
み
を

　

忘
れ
て
い
た
人
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。（
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場

　

合
な
ど
は
、電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま

　

す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課 

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

（
総
合
支
所
）保
健
課 
☎（
5
2
）1
1
3
2

特
定
健
診
な
ど
を
受
診
す
る
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ

（
市
）
国
保
の
加

入
者

社
会
保
険
な
ど
の

加
入
者
本
人

対
象
者
に
個
人

通
知

（
申
し
込
み
不
要
）

社
会
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者

保
険
者
に
健
診
を

申
し
込
む

受
診
券
が
届
い
た
ら
、

受
診
で
き
る
健
診
機

関
を
確
認

後
期
高
齢
者
医

療
の
加
入
者

医
療
機
関

で
受
診

受
診
で
き

る
健
診
機

関
に
申
し

込
む

市
の
集
団
健
診

に
申
し
込
む

《
四
万
十
市
が
行
う
健
診
》

集
団
健
診
の
約
２
週
間
前
に
受
診
券

・
問
診
票
が
送
付
さ
れ
る

（
時
期
は
各
地
区
で
異
な
る
。
受
診
で

き
る
健
診
機
関
を
確
認
）

医
療
機
関
で
行
う

個
別
健
診
で
受
診

（
全
国
中
央
建
設

業
国
保
以
外
）

地
域
ご
と
に
行
う
集
団
健

診
で
受
診

希
望
者
（
生
活

習
慣
病
の
治
療

中
で
な
い
人
）

が
市
に
申
し
込

む

職
場
で
実
施
さ
れ
る

健
診
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
市
の

集
団
健
診
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
）

※

が
ん
検
診
に
つ
い

　

て
は
、
職
場
で
し

　

て
い
な
い
場
合
、

　

市
の
実
施
す
る
が

　

ん
検
診
を
申
し
込

　

み
に
よ
り
受
診
で

　

き
ま
す

平
成
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年
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月
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市
で
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
大
学
２
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
女
性
に
対
し
て
、
子
宮
頸
が

ん
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
「
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
費
用
の
全
額
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
期
間
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
１
回
目
の
接
種
が
10
月
１
日
以
降
に
な
っ

て
し
ま
う
と
対
象
期
間
内
に
３
回
の
接
種
が

終
了
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、予
防
接
種
法
に
定
め
ら

れ
た
定
期
接
種
で
は
な
く
、
接
種
対
象
者
の
保

護
者
の
希
望
に
よ
り
受
け
て
い
た
だ
く
任
意
の

予
防
接
種
と
な
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、か
か
り
つ
け
医
と
相
談
の
う
え
、委
託
医
療

機
関
で
個
別
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

▼
中
学
１
年
生
〜
高
校
３
年
生
相
当
の
女
子

　

（
平
成
６
年
４
月
２
日

　
　
　
　
　
　

〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
）

▼
大
学
１
年
生
お
よ
び
大
学
２
年
生
相
当
で

　

平
成
23
年
度
末
ま
で
に
対
象
に
な
っ
て
い

　

た
女
子

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課

　
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

※サーバリックスとガーダシルという2種

　類のワクチンがあります。接種するワク

　チンによって、２回目の接種時期が異な

　ります。途中でやめてしまうと予防接種

　の効果が十分得られませんので、必ず、３

　回の接種を受けてください。３回目の接

　種が助成対象期間（平成25年3月31日）を

　過ぎると有料となります。

※接種回数…接種開始時から6ヶ月間で3回

1回目 2回目 3回目

【１ヶ月後】

【２ヶ月後】

日
　

時
　

９
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜（
13
時
開
場
）

場
　

所

　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
農
協
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル
　

　

（
市
中
央
公
民
館
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

内
　

容

　

「
四
万
十
市
の
健
康
づ
く
り
事
業
と
市
民
が
主
役

と
な
る
生
活
習
慣
病
予
防
医
学
と
の
融
合
」

　
　

矢
野
昭
起（
四
万
十
市
立
市
民
病
院
内
科
部
長
）

　

「
住
み
慣
れ
た
幡
多
で
元
気
で
暮
ら
す
に
は

　

‐
幡
多
地
域
の
健
康
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
‐
」

　
　

藤
村
　

隆（
幡
多
福
祉
保
健
所
保
健
監
）

参
加
費
　

無
料
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

主
　

催
　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院

後
　

援
　

四
万
十
市
、宿
毛
市
、土
佐
清
水
市
、黒

　
　
　
　

潮
町
、大
月
町
、三
原
村
、幡
多
福
祉
保

　
　
　
　

健
所
、幡
多
医
師
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
け
ん
み
ん
病
院（
経
営
企
画
課
）

　

☎
０
８
８
０（
６
６
）２
２
２
２（
代
表
）

（
市
）保
健
介
護
課
　

　

☎（
３
４
）１
８
２
３

第
９
回 

幡
多
ふ
れ
あ
い

医
療
公
開
講
座

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

8
月
１
日
よ
り

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後 急　患　の　み

休　　　　　診

初診 初診初診

再診

再診

再診

禁煙外来
再診

再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起 樋口佑次

初診 矢野昭起

再診 樋口佑次

再診 高橋敏也 樋口佑次再診

樋口佑次

石井泰則
（呼吸器外来）

高橋敏也 再診 高橋敏也

再診 樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次 初診 高橋敏也

鷲山憲治 

国立高知
病院医師
(呼吸器内科)

高橋敏也

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

市
民
病
院

☎（
３
４
）２
１
２
６
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特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、精
神
ま

た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童

を
監
護
す
る
父
も
し
く
は
母
に
、ま

た
は
父
母
以
外
の
者
が
そ
の
児
童

を
養
育
す
る
と
き
は
養
育
者
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

手
当
額
は
、１
級（
重
度
の
障
害
）

月
額
５
０
４
０
０
円
、
２
級
（
中
度

の
障
害
）
月
額
３
３
５
７
０
円
で
、

申
請
に
は
、診
断
書
等
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
も
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
現
在
受
給
し
て
い
る
人
の

　

所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
８
月
13
日
（
月
）
か

ら
22
日
（
水
）ま
で
に
印
鑑
、
証
書

を
持
参
し
て
所
得
状
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】
　

（
本
　
　

庁
）

　

福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係
　
　

　

      

☎（
３
４
）１
１
２
０

（
総
合
支
所
）

　

福
祉
事
務
所
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

特別児童扶養手当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
、児
童

の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
子
・
父

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
や
、
母
ま
た
は
父
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
支
給
要
件
の
一
部
改
正

●
平
成
24
年
８
月
か
ら
、児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
、配
偶

　

者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）で「
裁
判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」が
出

　

さ
れ
た
場
合
が
加
わ
り
ま
し
た
。
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

　

は
、申
請
が
必
要
で
す
。

※
手
当
は
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。
た

　

だ
し
、８
月
１
日
に
支
給
対
象
と
な
っ
た
人
は
、８
月
中
に
申

　

請
す
れ
ば
８
月
分
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
へ

●
現
況
届
の
提
出

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月
に
現
況

　

届
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
提
出
の
場
合
は
８
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な

　

り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間：

8
月
1
日（
水
）〜
31
日（
金
）
　

 

※
土
、日
を
除
く

・
受
付
時
間：

8
時
30
分
〜
12
時
　

13
時
〜
17
時
15
分

●
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

　

次
の
各
項
目
に
該
当
し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
届
出
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

①
母
ま
た
は
父
が
婚
姻
し
た
場
合（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
を
含
む
）

②
公
的
年
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

③
児
童
を
監
護
す
る
人
が
変
わ
っ
た
場
合

④
児
童
が
施
設
入
所
し
た
場
合
等

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　

0（
3
4
）1
8
0
1

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

0（
5
2
）1
1
3
2

児童扶養手当

介護保険料額決定通知書の発送 ～第１号被保険者(65歳以上)の皆さんへ～ 　

平
成
24
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
８
月
16
日(

木)

に
発
送
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

の
人
は
、
平
成
24
年
度
介
護
保
険
料

　

額
決
定
通
知
書
の
他
に
、平
成
25
年
度
介
護
保
険
料
「
仮
徴
収
」

　

額
決
定
通
知
書
も
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

「
特
別
徴
収
」

　
　

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
を「
特
別
徴
収
」

　

と
い
い
ま
す
。
２
カ
月
に
１
度
の
年
金
支
給
時
に
年
金
か
ら
差

　

し
引
か
れ
ま
す
の
で
、金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
め
る
必
要
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

老
齢(

退
職)

、遺
族
、障
害
年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
し

　

て
い
る
人
は
、原
則
、特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

「
普
通
徴
収
」

　
　

介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
で
き
な
い
場
合
に
、
納
付
書
や

　

口
座
振
替
に
よ
っ
て
支
払
う
方
法
を
「
普
通
徴
収
」
と
い
い
ま

　

す
。

　
　

次
の
よ
う
な
場
合
、普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

▼
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

　

▼
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　

▼
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人

　

▼
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
人

　

▼
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変
更
に
な
っ
た
人

　

▼
４
月
１
日
時
点
で
老
齢(

退
職)

、
遺
族
、
障
害
年
金
を
受
け

　
　

て
い
な
か
っ
た
人

　

▼
年
金
を
担
保
に
供
し
て
い
る
人
　

　
　

な
ど

※

介
護
保
険
料
は
被
保
険
者
が
特
別
徴
収
か
普
通
徴
収
か
を
選

　

択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
減
免

　

災
害
や
病
気
ま
た
は
失
業
等
で
生
活
が
著
し
く
困
窮
す
る
な

ど
の
事
情
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。特
別
徴
収
の
人

は
年
金
の
支
払
月
の
前
々
月
の
15
日
ま
で
に
、
普
通
徴
収
の
人
は

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

（
総
合
支
所
）保
健
課 

　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

平
成
24
年
8
月
号

19



　「苦瓜」は沖縄料理のイメージがありますが、高知でもここ
数年ですっかり夏の野菜に仲間入りした感があります。
　一般的にはゴーヤと呼ばれ、特徴はなんといってもその名
のとおりの“苦味”。この苦味には血糖値を安定させ、コレス
テロールを下げる働きがあります。ビタミンＣ、食物繊維も
豊富、またがん細胞の増殖を抑える働きもある、栄養価の高
い野菜です。
　保育所の子供たちも、ゴーヤがとれたら、天ぷらや炒め物
でひと口ずつチャレンジ。「ゴーヤ食べてみる？」の声かけか
ら食経験が広がります。

　夏の暑さ対策のひとつとしておなじみのグリーンカーテン。我が家で
も、窓からの陽射しを少しでも和らげようと、ゴーヤをはじめ、いろいろ

なつる植物を植えています。花が咲いて実がなる様子を子どもと一緒に眺め、育ったら
収穫しておいしくいただくのも楽しいものです。
　ゴーヤは、相性のいい豚肉と合わせることで抗酸化力がぐっとアップします。チャン
プルー（炒め合わせ）が苦手な子どもさんも、ハンバーグだと抵抗なく食べられるかもし
れません。お試しください。

栄養成分（1個分）

エネルギー：148kcal

たんぱく質：10.8g

脂　　　質：8.9g

食塩相当量：0.7g

食物繊維：0.8g

食育編

　　材料（約10個分）

豚ひき肉 ……

たまねぎ ……

にんじん ……

ゴーヤ ………

ごま油 ………

長芋 …………

塩 ……………

こしょう ……

味噌 …………

パン粉 ………

卵 ……………

オリーブ油 …

500g

40g(1/4個)

120g

70g(1/2本)

適量

100g

小さじ１

少々

小さじ１

１カップ

１個

適量

作
り
方

①たまねぎとにんじんは皮をはいでみ
じん切りにし、ゴーヤは半分に切っ
て種を取り除いて１ｃｍ弱のサイコ
ロ状に切って水にさらします。

②長芋は皮をはいでゴーヤと同じくら
いの大きさのサイコロ状に切り、ゴ
ーヤは水気をきっておきます。

③ごま油を熱し、たまねぎとにんじん、
ゴーヤを炒め、あら熱をとります。

④ひき肉に、卵とパン粉、炒めた具と長
芋、調味料を加えてよく混ぜ、丸く形
を作ります。

⑤オリーブ油を熱したフライパンで両
面を焼き(中火)、弱火にして10分程度
じっくり焼きます。

ゴーヤハンバーグ（所要時間：約30分）

（四万十市福祉事務所 管理栄養士　橋田典子）

高知県のエコチル調査の
キャラクター「ちょるるん」

　

平
成
23
年
１
月
よ
り
全
国
で
開
始

し
た
、
環
境
省
に
よ
る
「
子
供
の
健
康

と
環
境
に
関
す
る
全
国
調
査
（
エ
コ
チ

ル
調
査
）
」
の
参
加
者
は
、
２
千
５
百
人

を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
３
年
間
で
全
国
10
万

人
の
妊
婦
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
お
子
さ
ん
が
13
歳
に
な
る
ま
で
の

健
康
状
態
を
確
認
す
る
、
世
界
で
も
有

数
の
出
生
追
跡
調
査
で
す
。

　

高
知
県
で
は
、
四
万
十
市
を
含
む
11

市
町
村
で
計
６
千
人
に
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

調
査
に
参
加
し
た
人
は
、
い
つ
も
通

り
の
生
活
を
す
る
中
で
、
通
常
の
健
診

時
に
少
し
多
め
に
採
血
や
採
尿
を
、
出

産
後
に
さ
い
帯
血
（
へ
そ
の
緒
の
中
の

血
液
）
等
を
い
た
だ
く
ほ
か
、
お
子
さ

ん
が
13
歳
に
な
る
ま
で
、
半
年
に
一
度

程
度
の
質
問
票
の
記
入
や
健
診
の

デ
ー
タ
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
高
知
大
学
よ
り
県
内
協

力
医
療
機
関
に
配
属
さ
れ
て
い
る
エ

コ
チ
ル
調
査
員
に
お
尋
ね
い
た
だ
く

か
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
エ
コ
チ
ル
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０‐

５
３‐

５
２
５
２

　

（
９
時
〜
21
時
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、年

中
無
休
）

■
環
境
省
の
エ
コ
チ
ル
調
査
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.env.go.jp/chem

i/ceh/index.htm
l

■
高
知
大
学
医
学
部
内
　

エ
コ
チ
ル
調
査

　

高
知
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

〒
７
８
３‐

８
５
０
５

　

高
知
県
南
国
市
岡
豊
町
小
蓮

　

☎ 

０
８
８（
８
８
０
）２
１
７
３

　

(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
９
時
〜
17
時)

　

E
‐
m
a
il：
in
fo
@
k
o
c
h
i-e
c
o
c
h
il.jp

　

Ｈ
Ｐ
　

h
ttp
://k
o
c
h
i-e
c
o
c
h
il.jp
/
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問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　0（３５）３７４８

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

9月14日（金）

8月21日（火）

8月15日（水）

9月12日（水）

9月14日（金）

9月13日（木）

8月23日（木）

9：30～10：30

10：00～11：00

10：00～11：00

10：00～11：00

9：30～10：30

9：30～11：00

なし

なし

数台分有

数台分有

数台分有

数台分有

保育所名 月　　日 駐車場時　間

園庭開放

※雨天の場合は中止します。

愛 育 園

もみじ保育所

古津賀保育所

東 山 保 育 所

具 同 保 育 所

東中筋保育所

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　いろんな色のクレパスと絵の具で遊ぼう！　はじき絵
で楽しんだ後は、思いっきりプールで遊ぶよ♪

はじき絵で遊ぼう・プール　①②③

時

場

①８月21日（火）、②23日（木）、③24日（金）
9:30～11:30　
子育て支援センター

時

場

①９月11日（火）、②13日（木）、③14日（金）
9:30～11:30
子育て支援センター

　みんなで楽しくぽっぽで遊ぼう。ままごと遊びや砂遊び
も楽しいよ！　お散歩に持って行くかわいいポシェット
も作るよ。

ぽっぽで遊ぼう　①②③

　初めて参加を希望される人は、準備などの都合がありま
すので、あらかじめご連絡ください。(活動内容によって
は、ご遠慮をお願いする場合もあります)①など番号が付
いている活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

その他の活動

育児相談　相談日／月～金曜日　
9:30～11：30、13:30～16:30
　子育てについて思っていること、悩んでいること等
気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所
しての相談にも応じます。　　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合
があります。
※家庭相談員による育児相談も行っています。
（毎月第３木曜日　9：30～11：30）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
(

本
　
　

庁)

保
健
介
護
課
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

(

総
合
支
所)

保
健
課
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

　

予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、で
き
る
だ
け
早
く
受
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。平
成
24
年
度
は
左
記
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

第
１
期
対
象
者

　

生
後
12
月
〜
24
月
未
満（
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
）

　

（
１
歳
に
な
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
）

第
２
期
対
象
者

　

小
学
校
就
学
前
の
１
年
間（
い
わ
ゆ
る
幼
稚
園
、保
育
所
等
の
年
長
児
）

　

（
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
の
人
）

第
３
期
対
象
者

　

中
学
１
年
生
相
当
年
齢

　

（
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
の
人
）

第
４
期
対
象
者

　

高
校
３
年
生
相
当
年
齢

　

（
平
成
6
年
４
月
２
日
〜
平
成
7
年
４
月
１
日
生
の
人
）

【
市
内
の
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
受
諾
医
療
機
関
】（事前に医療機関へ確認してからお出か

　けください）

［1、2、3歳児］　
［ぴよちゃんクラブ］ 　
子育て支援センター

　８月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしよ
うね。

お誕生会

時

場

８月17日（金）　9：30～11：30｝
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佐竹音次郎（1864～1940）

日
本
の
児
童
福
祉
の
先
駆
者
″

 
竹
島
の
偉
人
　

佐
竹
音
次
郎

　

こ
の
度
、西
内
育
二
郎
さ
ん（
竹
島
在
住
）か

ら「
竹
島
の
偉
人
」と
題
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

西
内
さ
ん
は
早
く
に
竹
島
を
離
れ
て
、５
年

前
に
退
職
を
機
に
帰
郷
、現
在
は
歴
史
散
歩
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
12
ペ
ー
ジ
）は
、竹
島
に「
佐

竹
音
次
郎
」と
い

う
偉
人
が
い
た

こ
と
を
知
っ
て

欲
し
い
と
の
想

い
か
ら
作
ら
れ

ま
し
た
。

　

佐
竹
音
次
郎（
１
８
６
４
年
〜
１
９
４
０

年
）は
、今
の
竹
島
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、７
歳

に
し
て
里
子
に
出
さ
れ
、養
子
先
が
夫
婦
不
仲

で
13
歳
の
と
き
に
実
家
に
帰
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
の
心
の
傷
は
深
く
、そ
の
後
３
年
間
心
身

と
も
に
健
康
が
回
復
し
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の

時
の
傷
が「
子
ど
も
を
決
し
て
自
分
と
同
じ
目

に
遭
わ
せ
な
い
」と
の
決
心
に
な
り
、後
年
彼
を

し
て
児
童
福
祉
分
野
に
導
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　

　

23
歳
で
郷
里
を
離
れ
る
ま
で
は
教
師
を
勤
め
、

上
京
後
、30
歳
に
し
て
医
師
免
許
を
取
得
し
、鎌

倉
腰
越
に
医
院
を
開
業
。入
院
中
の
女
性
に
子

ど
も
の
世
話
を
頼
ま
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

育
児
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
、保
育
施
設
は
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
が
病
気
感
染
に
よ
り

死
亡
し
た
こ
と
で「
鎌
倉
保
育
園
」と
し
て
分
離

移
転
。「
保
育
園
」と
い
う
名
称
で
す
が
、そ
の
実

態
は
孤
児
院（
戦
前
の
法
律
に
よ
る
施
設
の
名

称
）で
、音
次
郎
は
孤
児
と
い
う
言
葉
を
嫌
い
、

「
保
育
」と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た
。こ
れ
が

日
本
で
最
初
の「
保
育
」と
い
う
言
葉
の
使
用
で

し
た
。

　

そ
の
当
時
の
一
般
的
な
施
設
で
は
、乳
児
は

対
象
と
さ
れ
ず
、引
き
取
っ
た
子
ど
も
に
行
商

な
ど
の
労
働
を
さ
せ
た
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

音
次
郎
が
先
進
的
だ
っ
た
の
は
、自
ら
得
た
資

金
で
施
設
を
運
営
し
、子
ど
も
を
働
か
せ
な
い

と
い
う
今
日
の
考
え
を
既
に
実
践
し
て
い
た
こ

と
で
す
。

　

音
次
郎
は
私
財
の
一
切
を
費
や
し
、「
聖
愛
一

路
」の
名
の
も
と
、自
他
の
子
ど
も
の
区
別
な
く

養
い
、77
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、約
５
千
人
の
孤

児
の
面
倒
を
見
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
保
育
園
は
、そ
の
後
も
存
続
し
、現
在
は

聖
音
会
と
名
称
を
変
え
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、児
童
養
護
施
設「
若
草
園
」（
下

田
）が
、昭
和
41
年
に
経
営
的
に
行
き
詰
ま
り
閉

鎖
の
危
機
に
あ
っ
た
と
き
に
、鎌
倉
保
育
園
が
、

中
村
と
の
縁
を

尊
び「
鎌
倉
保
育

園
中
村
支
部
」と

し
て
再
生
し
た

と
い
う
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

※
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
竹
島
の
偉
人
」は
市
立
図
書
館
で

閲
覧
、貸
出
し
で
き
ま
す
。

写
真
展

　

太
平
洋
戦
争
中
、西
土
佐
地
域（
旧
江
川
崎
村
、旧
津
大

村
）
か
ら
は
、
満
州
（
中
国
東
北
部
）
に
多
く
の
人
々
が
分

村
移
民（
満
州
開
拓
団
）と
し
て
渡
り
、敗
戦
後
の
引
き
上

げ
の
中
で
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

満
州
開
拓
団
の
歴
史
を
振
り
返
り
、当
時
の
写
真
や
１

９
８
４
年
以
降
７
回
に
わ
た
る
慰
霊
の
旅（
今
年
５
月
も

実
施
）の
写
真
な
ど
約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

日
　

程
　

８
月
１
日（
水
）〜
31
日（
金
）

時
　

間
　

９
時
〜
17
時

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

入
場
料
　

無
料

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
　

時
　

８
月
19
日（
日
）
　

13
時
〜
15
時

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

入
場
料
　

無
料

内  

容
　

　

・
劇
団
あ
し
た
ば「
棄
民
の
裔
」Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

　

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

発
言
者

　
　
　

相
井
道
夫（
元
京
都
廟
嶺
開
拓
団
員
）

　
　
　

門
田
博
人（
昭
和
小
学
校
教
諭
）

楠
瀬
慶
太（
高
知
新
聞
幡
多
支
社
記
者
）

林
　

大
介（
写
真
展
実
行
委
員
長
）

主
　

催

　

西
土
佐
の
満
州
分
村
を
語
り
継
ぐ
写
真
展
実
行
委
員
会

後
　

援
　

（
市
）教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）教
育
委
員
会 

西
土
佐
事
務
所

　

☎（
５
２
）１
１
１
０

西
土
佐
の
満
州
分
村
を
語
り
継
ぐ

き
み
ん

す
え
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私
は
、48
年
ぶ
り
に
中
村
生
活
を
９

ヶ
月
程
楽
し
ん
だ
。そ
の
際
、下
田
小

学
校
で
読
み
聞
か
せ
の
経
験
を
し
た
。

控
え
室
の
校
長
室
か
ら
校
庭
を
見
る

と
セ
ン
ダ
ン
の
木
が
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
、自
分
の
小
学
校
時
代

と
い
え
ば
、セ
ン
ダ
ン
の
木
が
思
い
出

さ
れ
る
。中
村
小
学
校
に
は
校
庭
の
中

央
部
に
セ
ン
ダ
ン
の
木
が
あ
っ
た
。校

庭
で
遊
ん
で
い
て
も
必
ず
セ
ン
ダ
ン

の
木
を
目
に
し
た
。運
動
会
の
時
に
は
、

万
国
旗
が
そ
の
木
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
た
。今
で
は
切
ら
れ
て
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、広
い
校
庭
の
真
ん

中
に
何
故
セ
ン
ダ
ン
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
た
の
か
。し
か
も
、そ
れ
は
小

学
校
だ
け
で
、中
学
校
や
高
校
に
は
な

か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。調
べ
て
み

る
と
、セ
ン
ダ
ン
の
木
は
、下
田
小
や

中
村
小
の
み
な
ら
ず
、具
同
小
、東
山

小
、口
屋
内
小
、藤
ノ
川
小
な
ど
四
万

十
市
の
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
に
か
つ

て
は
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、今
は
木
が

植
え
ら
れ
た
意
味
が
忘
れ
ら
れ
、ほ
と

ん
ど
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

全
国
的
に
み
て
も
、西
日
本
の
小
学

校
に
は
セ
ン
ダ
ン
の
木
が
植
え
ら
れ

て
お
り
、立
派
な
樹
形
を
校
庭
に
そ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。セ
ン
ダ
ン

の
木
に
思
い
出
を
持
っ
て
い
る
人
は

少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

小
学
校
の
校
庭
に
セ
ン
ダ
ン
が
植

え
ら
れ
た
の
は
、「
栴
檀
は
双
葉
よ
り

芳
し（
栴
檀
の
木
は
生
え
た
て
の
時
か

ら
香
気
が
あ
る
よ
う
に
、優
れ
た
人
間

は
子
供
の
時
よ
り
凡
人
よ
り
優
れ
て

い
る
）」と
い
う
諺
に
基
い
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。こ
の
諺
が
、日
本
に
広
く

い
き
わ
た
っ
て
お
り
、小
学
校
が
設
立

さ
れ
る
と
、校
庭
に
セ
ン
ダ
ン
の
木
が

植
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、こ
の
諺
は
日
本
生
ま
れ
で
、

二
つ
の
重
大
な
誤
り
が
複
合
し
て
日

本
中
に
広
が
っ
た
。一
つ
は
、セ
ン
ダ

ン
は
古
代
で
は「
あ
う
ち（
楝
）」と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、い
つ
の
頃
か
ら
か

「
せ
ん
だ
ん
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、本
来
イ
ン
ド
の
木
を
意
味
し
て
い

た（
栴
檀
）と
い
う
漢
字
が
あ
て
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。ま
た
一
つ
は
、日
本
の

「
あ
う
ち
」も
イ
ン
ド
の「
栴
檀
」も
双

葉
に
は
香
気
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、鎌
倉
時
代
の
書
物
で
あ
る『
撰
集

抄
』に
こ
の
諺
が
書
か
れ
、広
く
普
及

し
て
い
た
め
、セ
ン
ダ
ン
の
双
葉
に
は

香
気
が
あ
る
と
日
本
人
が
信
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
栴
檀
は
双
葉

よ
り
芳
し
」と
い
う
諺
を
信
じ
た
明
治

時
代
の
日
本
の
親
た
ち
は
、わ
が
村
に

小
学
校
が
設
立
さ
れ
る
と
、子
供
達
が

早
く
か
ら
そ
の
才
能
を
発
揮
す
る
よ

う
に
と
願
い
を
込
め
て
校
庭
に
セ
ン

ダ
ン
の
木
を
植
え
た
の
で
あ
る
。誤
解

に
基
づ
い
た
行
為
で
あ
っ
た
と
は
い

え
、当
時
の
親
た
ち
は
、我
が
子
の
成

長
を
祈
っ
て
真
心
こ
め
て
セ
ン
ダ
ン

の
木
を
植
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、今
と

な
っ
て
は
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

　

現
在
で
も
残
さ
れ
て
い
る
下
田
小
、

本
村
小
な
ど
の
セ
ン
ダ
ン
の
木
を
伐

採
す
る
こ
と
な
く
、永
く
後
世
に
伝
え

て
欲
し
い
。

　

歴
史
学
者

　

中
村
高
校
卒
業
。

　

同
志
社
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。

　

同
大
学
文
学
博
士
。

　

元
名
古
屋
文
理
大
学
教
授
。

　

今
年『
万
葉
時
代
婚
姻
の
研
究
ー
双
系
家
族

　

の
結
婚
と
離
婚
ー
』（
刀
水
書
房
）を
出
版
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

 
校
庭
の
セ
ン
ダ
ン
の
木

せ
ん
だ
ん

ひ
ろ
む

か
ん
ば

せ
ん
し
ゅ
う

し
ょ
う

日
　

時
　

８
月
25
日（
土
） 

①
10
時
〜
　

②
14
時
〜

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

２
階
大
ホ
ー
ル

受
講
券
　

５
０
０
円

　

※
販
売
所
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

　

こ
の
映
画
は
、昨
年
１
月
に
撮
影
を
開
始
し
、今
年
の
７
月
に

完
成
し
た
自
主
映
画
で
、本
市
で
も
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

映
画
で
は
、大
逆
事
件
の
犠
牲
者
た
ち
が
何
を
考
え
、何
を
し

よ
う
と
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、事
件
に
対
す
る

日
本
の
文
学
者
た
ち
の
数
少
な
い
反
響
を
、当
時
、フ
ラ
ン
ス
で

起
こ
っ
た
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
と
の
対
比
で
描
き
出
し
ま
す
。

　

大
逆
事
件
は
何
だ
っ
た
の
か
？ 

百
年
た
っ
た
現
在
も
な
お
、

私
た
ち
の
胸
の
中
に
谺
の
よ
う
に
重
い
問
い
と
し
て
残
り
つ
づ

け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
上
映
は
、作
品
完
成
後
、全
国
初
公
開
で
す
。

　

企
画：

「
大
逆
事
件
」製
作
委
員
会

　

脚
本：

藤
原
智
子

　

演
出：

田
中
　

啓

　

撮
影：

松
田
重
箕

　

朗
読：

高
橋
理
恵
子

　

語
り：

根
岸
朗

　

制
作：

千
原
卓
司

製
作：

㈱
イ
メ
ー
ジ
ブ
レ
ー
ン

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎（
３
４
）７
３
１
１

第
31
回 

市
民
大
学 

特
別
講
座

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
　

上
映
会

「
百
年
の
谺

　

―

大
逆
事
件
は
生
き
て
い
る
」

こ
だ
ま

栗
原
　

弘
　

　

京
都
府
在
住

　

中
村
天
神
橋
出
身

　

昭
和
20
年
生
ま
れ

平
成
24
年
8
月
号

23
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★
夏
休
み
　

宿
題
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
!!

　

図
書
館
へ
行
こ
う
♪ 

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

8 （364冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

架空列車

超える力

３万人調査で読み解く日本の生活者市場

地球の穴場

月と雷

定義集

花宴

富士山

岡本　学

室伏　広治

三菱総合研究所

乃南　アサ

角田　光代

大江　健三郎

あさの　あつこ

ＪＴＢパブリッシング

かえるのそらとぶけんきゅうじょ

クーのおるすばん

くまざわくんがもらったちず

古代エジプトよみがえりのヒミツ

ごちそうがいっぱい

ねっこばあのおくりもの

バク夢姫のご学友

ゆっくりおやすみにじいろのさかな

村上　勉

和歌山　静子

きたやま　ようこ

結城　昌子

あべ　弘士

北見　葉胡

柏葉　幸子

マーカス・フィスター

　

自
由
研
究
、工
作
、読
書
感
想
文
な
ど
な
ど
、ま
だ
残
っ
て
い
る

宿
題
は
な
ん
で
す
か
？
頭
を
悩
ま
せ
る
前
に
、コ
ー
ナ
ー
を
見
て

み
よ
う
！
な
が
め
て
い
る
と「
や
っ
つ
け
る
ヒ
ン
ト
」が
い
っ
ぱ
い

あ
る
よ
！！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

小
・
中
・
高
の
課
題
図
書
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。お
た
の
し
み
と

し
て
、「
こ
わ
〜
い
話
　

ふ
し
ぎ
な
話
」を
た
く
さ
ん
集
め
た
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
ば
け
に
出
会
い
た
い
人
　

よ
っ
と
い
で
！！
大
人
の
方
は
、『
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

8
月

　

6
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

　

13
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

　

20
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

　

31
日（
金
）
　

館
内
整
理
日

9
月

　

3
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

　

10
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

問 
市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00 A u g u s t

【問い合わせ先】（県）総務部 統計課　0 088(823)9344８ 月 実 施 の 統 計 調 査

該当地区

右山元町２～３丁目、駅前町、中村本町２丁目、一条通３～５丁目

不明  ※国主管の調査のため該当地区の詳細は不明です。

楠島

具同田黒3丁目

西土佐

実施状況

実施中

実施中

実施中

準備調査

実施中

調査名

家計調査

家計消費状況調査

労働力調査

毎月勤労統計調査（二種）

　

今
月
号
で
は
、研
究
会
メ
ン
バ
ー

の
中
で
も
多
く
の
修
学
旅
行
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
大
川
筋
地
域
振

興
組
合
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
組
合
は
、カ
ヌ
ー
体
験
か
ら
川

遊
び
体
験
、
草
木
染
め
体
験
（
ハ
ン

カ
チ
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
な
ど
い
く
つ
か

の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、民
泊
の

受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
23
日
に
は
、
奈
良
県
の
稲
田

塾
（
小
学
生
対
象
の
進
学
塾
）
の
生

徒
約
35
人
が
高
知
体
験
合
宿
と
し

て
、
か
わ
ら
っ
こ
で
カ
ヌ
ー
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

稲
田
塾
は
毎
年
訪
れ
て
お
り
、昨

年
も
川
遊
び
体
験
で
四
万
十
川
の

鮎
の
生
態
を
学
習
し
た
り
、川
エ
ビ

を
捕
っ
た
り
と
四
万
十
川
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
７
月
29
日
か
ら
８
月
３

日
に
か
け
、昨
年
に
続
き
東
京
都
の

成
城
学
園
初
等
部
約
20
人
が
２
班

に
分
か
れ
、川
釣
り
や
川
遊
び
な
ど

を
含
め
た
民
泊
を
行
い
ま
す
。

　

民
泊
で
は
、家
の
裏
の
畑
に
野
菜

を
採
り
に
い
っ
た
り
、そ
の
取
っ
て

き
た
野
菜
を
料
理
し
た
り
と
い
っ

た
田
舎
で
は
普
段
何
気
な
く
行
っ

て
い
る
こ
と
が
、都
会
か
ら
訪
れ
る

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
新
鮮
な

魅
力
と
な
っ
て
お
り
、受
入
れ
側
に

と
っ
て
も
、孫
が
久
し
ぶ
り
に
帰
っ

て
き
た
か
の
よ
う
に
嬉
し
い
気
分

に
な
り
ま
す
。

　

当
組
合
は
、
修
学
旅
行
だ
け
で
な

く
、
一
般
旅
行
向
け
に
も
魅
力
あ
る

体
験
を
開
発
、発
信
し
誘
客
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研

　

究
会（
観
光
課
）

　

☎（
３
４
）１
７
８
３

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

大
川
筋
地
域
振
興
組
合
の
取
り
組
み

平
成
24
年
8
月
号
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第２回 男性の料理教室 　

ご
家
庭
で
中
華
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
♪

　

定
番
メ
ニ
ュ
ー
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、ご
家
族
や
お

友
達
を
も
て
な
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
♪

日
　

時
　

９
月
29
日（
土
）
　

10
時
30
分
〜
13
時

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家
　

２
階
調
理
室

講
　

師
　

谷
崎
佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性

定
　

員
　

男
性
10
人

材
料
費
　

６
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん（
３
枚
）、筆
記
用
具

内
　

容
　

〜
中
華
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
〜

　
　
　
　

《
チ
ャ
ー
ハ
ン
・
え
び
の
チ
リ
ソ
ー
ス
》

申
込
方
法

　

９
月
３
日
（
月
）
か
ら
本
人
に
限
り
窓
口
、電
話

　

で
受
付

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間

　

９
時
〜
17
時
15
分

　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

教
室
・
講
座

働く婦人の家　☎（34）6299問 申

申

住
宅
名
ほ
か
　

　

入
田
団
地
共
同
住
宅
　

Ａ
‐
３
０
３
号
室

所
在
地
　

入
田
３
５
９
２

構
　

造
　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建

間
取
り

　

６
畳
×
２
、３
畳
、Ｌ
Ｄ
Ｋ
、Ｗ
Ｃ
、浴
室
、物
置

建
築
年
　

平
成
11
年
度

家
　

賃
　

２
３
６
０
０
円
か
ら

　

※
入
居
世
帯
の
所
得
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す

入
居
資
格
　

　

・
単
身
の
入
居
は
不
可

　

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

・
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

募
集
案
内
　

（
本
庁
）財
政
課
ま
で

　

※
８
月
６
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま
す

受
付
期
間
　

８
月
６
日（
月
）〜
20
日（
月
）

入
居
予
定
　

９
月
下
旬

募
　

集

市営住宅入居者募集

（本庁）財政課 管財契約係　☎（34）6120問

（市）教育委員会 社会体育課　☎（34）2071

　

（
市
）教
育
委
員
会
で
は
、地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
た
、市
内
小

中
学
校
体
育
施
設
【
中
村
地
域
】
の
夜
間
開
放

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
団
体
は
、左
記
に
よ
り
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。（
上
半
期
に
既
に
利
用
さ
れ
て

い
る
団
体
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

開
放
施
設
　

体
育
館
、武
道
場
、運
動
場

　

※
開
放
で
き
る
学
校
、曜
日
、時
間
帯
な
ど
に

　
　

つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間
　

　

平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年
３
月

申
込
受
付
期
間
　

　

８
月
６
日（
月
）〜
17
日（
金
）

　

（
土
、日
を
除
く
、８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

お
知
ら
せ

平成24年度 市立学校体育施設 下半期利用申込受付 子どもを水の事故から守ろう
　いよいよ、海や川などで子どもた
ちの水遊びが盛んなシーズンにな
ります。
　子どもを水の事故から守るため、
次の点にご注意ください。

●水の怖さの再確認を!
　家庭や学校などで水の怖さについ
て話し合い、再確認させてください。
●危険な場所の点検を!
　転落しやすい場所など、子どもの
水難事故を誘発する危険な場所が
ないか、身近な水辺の点検をお願い
します。
●子どもだけの水遊びには注意を!
　海や川などで、子どもだけで水遊
びをしているのは危険ですので、声
をかけてやめさせましょう。
●ライフジャケットの着用を!
　釣りやボート遊びなどの時は、ラ
イフジャケットを着用し、ウォー
ターシューズなど濡れてもよく、脱
げない靴を履くようにしましょう。
（ビーチサンダルは脱げて危険です）
●幼児から目を離さない!
　保護者が同伴していても油断せ
ず、幼児から絶対に目を離さないよ
うにしましょう。

　危険な場所や水遊びについて、お
気づきのことがあれば、気軽に近くの
警察署、駐在所等に連絡してください。

問 中村地区地域安全協会
　 (中村警察署内)
　 ☎（34）0110

申問

平
成
24
年
8
月
号

25



教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

ボート教室

働く婦人の家講座

　

四
万
十
川
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
あ
め
ん
ぼ

の
よ
う
に
水
上
を
ボ
ー
ト
で
走
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

高
知
国
体
ボ
ー
ト
競
技
の
感
動
を
再
び
！
初

心
者
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

日
　

時
　

８
月
26
日（
日
）９
時
30
分
〜
12
時

※
小
雨
決
行
（
川
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
す
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。前
日
の
正
午
に
決
定
）

集
合
場
所
　

四
万
十
大
橋
下
流 

河
川
敷（
鍋
島
）

対
象
者

　

小
学
４
年
生
以
上
で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
人

　

※
当
日
は
、
水
に
濡
れ
て
も
良
い
服
装
で
お

　
　

越
し
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
　

30
人

参
加
費
　

無
料

申
込
方
法

　

社
会
体
育
課
に
電
話
で
申
し
込
み
し
、
後
日

　

送
付
す
る
申
込
書
を
教
室
当
日
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

　

（
土
、日
を
除
く
）

申
込
期
間
　

８
月
20
日（
月
）ま
で

※
主
催
者
側
で
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

　

ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

新体力テスト 　

簡
単
な
６
つ
の
種
目
に
よ
っ
て
体
力
年
齢

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
健
康
維

持
・
向
上
の
た
め
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
調
査
は
、
同
じ
内
容
で
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
続
け
て
参
加
す
る
こ
と
で

体
力
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

種
　

目

　

・
握
力

　

・
上
体
起
こ
し

　

・
長
座
体
前
屈

　

・
反
復
横
と
び

　

・
急
歩

　

・
立
ち
幅
と
び

日
　

程
　

９
月
26
日（
水
）

時
　

間 

　

①
13
時
30
分
〜
15
時
　
　

　

②
18
時
30
分
〜
20
時

　

（
ど
ち
ら
か
一
方
に
参
加
）

場
　

所 

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

ア
リ
ー
ナ

対
象
者 

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
〜
64
歳
の
人

　

（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数
　

男
女
各
18
人

申
込
期
間
　

９
月
７
日（
金
）ま
で

申
込
方
法

　

下
記
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

募
　

集

問 申
（市）教育委員会 社会体育課
 ☎（34）2071

問 申
（市）教育委員会 社会体育課
 ☎（34）2071

問 申
働く婦人の家
☎（34）6299

←清水

←下田

鍋島

コンビニ

実崎

☆本部

四
万
十
大
橋

R321

四万十川

市立温水プール休館日　　一斉清掃のため下記の期間を休館させていただきます。
９月９日（日）16時30分～９月15日（土）

16日（日）から平常どおり開館しますのでよろしくお願いします。

対象者　市内に居住または勤務する女性　　　　　受講料　いずれも無料
申込方法　本人に限り窓口・電話で受付（9時 ～ 12時、13時～17時15分／土・日・祝日を除く）　※定員になり次第締め切り

【注】講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

パッチワーク 19時～21時 8月13日(月)～

8月20日(月)～

12人 柿内由美子

柏原啓一 古タオル、絵具（お持ちの人は）

働く婦人の家

2階　図書室

働く婦人の家

2階　講習室Ａ
16人19時～21時

期　　　日 時　　間 定 員 場　　所 講　師 用意するもの 申込期間

絵手紙Ⅱ

9月6日～

10月18日

毎週木曜日

（9/27は休講、

全6回）

9月21日・

9月28日

金曜日

（全2回）

裁縫道具、紙切りハサミ、鉛筆、もの

さし（サンドペーパー付のアイロン

台をお持ちの人はご持参ください）

　作　品：クッション（中身なし）

　材料費：2,500円程度
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教
室
・
講
座

県立中村高等技術学校 日曜大工教室

内
　

容

　

●
木
造
コ
ー
ス

　
　

電
動
工
具
の
安
全
な
取
り
扱
い

　
　

（
丸
の
こ
機
、電
動
ド
リ
ル
、自
動
カ
ン
ナ
）

　

●
左
官
コ
ー
ス

　
　

け
い
そ
う
土
の
壁
塗
り

　
　

（
調
合
、練
り
、塗
布
）

日
　

時
　

８
月
25
日（
土
） 

　
　
　
　

10
時
〜
12
時（
受
付：

９
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

県
立
中
村
高
等
技
術
学
校

申
込
方
法

　

８
月
21
日（
火
）ま
で
に
電
話
、は
が
き
、Ｆ
Ａ

　

Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
住
所
、
氏
名
、
電

　

話
番
号
、
希
望
の
コ
ー
ス
を
明
記
し
て
下
記

　

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
　

員
　

各
コ
ー
ス
い
ず
れ
も
10
人

　

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

対
象
者

　

特
に
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
学
生
の
場
合

　

は
保
護
者
の
同
伴
が
受
講
条
件
と
な
り
ま
す
。

受
講
料
　

無
料

問 申
県立中村高等技術学校  ☎（37）2723  FAX（37）2724
（〒787‐0019　四万十市具同5179）

教
室
・
講
座

四万十市シルバー人材センター

後期パソコン教室
日
　

程
　

平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年
３
月

●
初
級
教
室
　

毎
週
月
曜
日（
月
４
回
）

　

午
前
部（
７
、V
i
s
t
a
）

：

９
時
30
分
〜
12
時

　

午
後
部（
Ｘ
Ｐ
）

：

13
時
30
分
〜
16
時

　

夜
間
部（
オ
フ
ィ
ス
共
通
）

：

18
時
30
分
〜
21
時

●
中
級
教
室（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）第
１
、３
木
曜
日

　

午
後
部（
オ
フ
ィ
ス
２
０
０
３
）

：

13
時
30
分
〜
16
時

　

夜
間
部（
オ
フ
ィ
ス
共
通
）

：
18
時
30
分
〜
21
時

●
活
用
教
室（
デ
ジ
カ
メ
取
込
等
）第
２
、４
木
曜
日

　

午
後
部（
オ
フ
ィ
ス
２
０
０
３
）

：
13
時
30
分
〜
16
時

　

夜
間
部（
オ
フ
ィ
ス
共
通
）

：

18
時
30
分
〜
21
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

情
報
学
習
室

対
象
者
　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人（
年
齢
不
問
）

定
　

員
　

20
人
　
　

※
先
着
申
込
順

募
集
期
間
　

８
月
20
日（
月
）〜
９
月
21
日（
金
）

講
習
料
　

無
料
　

※
別
途
教
材
費
等
が
必
要
で
す

問 申
(社)四万十市シルバー人材センター
☎（35）3117

四万十市雇用創造促進協議会 ８月開催講座 教
室
・
講
座

問
四万十市雇用創造促進協議会
☎（34）9570　FAX（34）9571

ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせの上お申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。

募集種目 日　　時

◆高付加価値農産
物生産計画・技術
力向上研修

◆新規創業・
事業拡大セミナー

山下 一穂　氏
（有機のがっこう
 「土佐自然塾」塾長）

佐々倉玲於　氏
（佐々倉玲於ファシリ
テーター事務所代表）

８月７日（火）
14時～17時

８月８日（水）
９時～12時

8月23日（木）
14:00～16:00

市立文化
センター
1階 中会議室

場　　所 内　　容 講　　師

座学
あぐりっこ
研修センター

実地研修
鍋島圃場
（集合：
あぐりっこ
研修センター）

有機栽培による夏野菜の栽培方法
（ナス、トマト、キュウリほか）

新たな地域素材の発掘や新商品開
発のためのワークショップ

土作りや太陽光熱消毒の方法と意味
※天候や圃場の状況で内容変更の可能
　性あり
※野外研修ですので作業できる服装で、
　熱中症対策のための飲み物をご用意
　ください。

四万十総合労働相談コーナー
　高知労働局では、県内の各部署に総合労働相談コーナーを設置し、労働に関するあらゆる分野の相談に応じると
ともに、労使間における個別労働紛争（不当解雇、労働条件の引き下げなど）の適切かつ迅速な解決を図っています。

◆四万十総合労働相談コーナー　四万十労働基準監督署（右山五月町３‐12）内
☎（35）3148　　　※女性相談員を配置しています

定期相談所

（本庁）総務課
　　　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　　　☎（52）1111

日本政策金融公庫
高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

行政相談所

無料農業経営相談
（偶数月第４木曜日開催）

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

社会福祉センター

藤ノ川集会所

８月20日（月）
13時～16時

８月10日（金）
９時～12時

JA高知はた本所 
3階

８月23日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

《相談委員》中平　貞行 ☎(52)1632

農業に関する借入相談、経営全般
に関するお悩みなどの相談（要事
前予約）
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教
室
・
講
座

募
　

集

ジョブカフェこうち・幡多サテライト

就活応援セミナー

防衛省 平成24年度各種自衛官採用試験

　

企
業
訪
問
や
面
接
間
近
の
人
必
見
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

日
　

時
　

９
月
15
日（
土
）
　

13
時
〜
17
時

場
　

所
　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階

対
象
者
　

　

高
校
生
以
上
の
学
生
お
よ
び
40
歳
未
満
の
若

　

年
求
職
者

参
加
費
　

無
料

定
　

員
　

15
人

内
　

容

・
好
感
度
Ｕ
Ｐ
、面
接
マ
ナ
ー

　

自
分
ら
し
い
自
己
表
現
法
を
身
に
つ
け
る
、
な
り
た
い
自

　

分
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
Ｕ

　

Ｐ
の
会
話
術
、正
し
い
言
葉
遣
い
を
身
に
つ
け
る 

な
ど

・
面
接
マ
ナ
ー
の
基
本

　

電
話
の
か
け
方
の
基
本
パ
タ
ー
ン
、
面
接
に
必
要
な
基
本

　

パ
タ
ー
ン
、面
接
で
の
入
退
室
の
基
本
パ
タ
ー
ン 

な
ど

※
面
接
に
望
む
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問

「にっぽん縦断こころ旅」 こころの風景 募集 　

Ｎ
Ｈ
Ｋ‐

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ

ア
ム
で
は
、昨
年
４
月
か
ら

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

と
い
う
番
組
を
放
送
し
て

お
り
、皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
に

あ
る
風
景
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
応
募
の
中
か
ら
高
知
県
内
で
４
ヶ
所
選

定
さ
れ
、
そ
の
場
所
に
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が

自
転
車
で
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
四
万
十
市
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
市
で
、
皆
さ
ん
の
心
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い

風
景
や
景
色
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
応
募
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
方
法

（
１
）番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kokorota

bi/

（
２
）Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
３‐

３
４
６
５‐

１
３
２
７

（
３
）手
紙：

〒
１
５
０‐

８
０
０
１
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」係

■
応
募
内
容

　

①
住
所
、②
名
前
、③
電
話
番
号
、④
性
別
、⑤
年

　

齢
、⑥
思
い
出
の
場
所
、⑦
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ

　

ピ
ソ
ー
ド（
日
本
国
内
限
定
）

■
応
募
締
切
　

９
月
14
日（
金
）必
着

■
放
送
予
定
日
　

10
月
８
日（
月
）〜
14
日（
日
）

■
放
送
時
間

　

月
〜
金：

７
時
45
分
〜
８
時

　

土
、日：

11
時
〜
11
時
59
分

募
　

集

問
ＮＨＫふれあいセンター　☎0570－066－066
　　　　　　　　　　　　☎050－3786－5000

問 申
ジョブカフェこうち・幡多サテライト（アピアさつき１階）
☎（34）6860（月、水、金、土の11時～19時）　FAX（34）6866
E-mail:jcc-hata@opal.ocn.ne.jp

催
　

し

ちゃれんじshopTJB  夏休みイベント

リボンレイ手芸体験講座 　

人
気
上
昇
中
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ク
ラ
フ
ト
を
気

軽
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

カ
ラ
フ
ル
な
リ
ボ
ン
を
使
っ
て
可
愛
い
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

日
　

時
　

８
月
23
日（
木
）、27
日（
月
）

　
　
　
　

１
回
目：

10
時
30
分
〜
　

　
　
　
　

２
回
目：

13
時
30
分
〜

　
　
　
　

（
１
日
２
回
講
座
、１
回
１
時
間
30
分
程
度
）

場
　

所
　

　

天
神
橋
商
店
街
ち
ゃ
れ
ん
じ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
内

参
加
費
　

　

５
０
０
円
＋
材
料
費

　

（
１
０
０
円
〜
３
０
０
円
程
度
）

問
ちゃれんじshopTJB（担当：青木）
☎（35）2019
E-mail：alohakuuribbon@gmail.com

問 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096
※防衛大学校の推薦試験・総合選抜採用試験の受付は9月3日～5日です。
　定型の申込用紙(学校長の推薦書等)がありますので事前にご連絡ください。

募集種目 受付期間 １次試験期日 受験資格等 試験会場

自衛官候補生
(男･女)

（任期制自衛官）

男子：受付中

女子：8月1日
　　　 ～

9月7日

男 子（学科試験）
9月17日(月)

四万十市防災センタ－

四万十市防災センタ－

高知合同庁舎
会議室

高知学芸進学
アカデミ－

高知駐屯地

25年4月1日現在
18歳以上27歳未満
(学歴制限なし)
※任期満了時に
特例退職手当があります。

25年4月1日現在
18歳以上27歳未満
(学歴制限なし)

25年4月1日現在
高卒21歳未満

25年4月1日現在
高卒24歳未満

男女共通
9月17日(月)

男女共通
9月22日(土)

男女共通
10月20日(土)

男 子（身体検査・口述試験）
9月23日(日)、29日(土)、30日(日)
上記3日間の内1日指定

女 子
9月24日(月)

8月1日
～

9月7日

9月3日
～

10月1日

一般曹候補生
（非任期制自衛官）

航空学生
(パイロット養成)

看護学生
(看護師養成)
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教
室
・
講
座

募
　

集

パソコンボランティア養成講座

警察官Ｂ、警察事務（初級） 採用試験

　

視
覚
障
害
者
に
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
指

導
で
き
る
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

９
月
８
日（
土
）、９
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
17
時

場
　

所
　

高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階

　
　
　
　

（
高
知
市
旭
町
２
丁
目
21
‐
６
）

対
象
者
　

　

W
i
n
d
o
w
s
の
基
本
的
な
操
作
方
法
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
が
わ
か
る
18

　

歳
以
上
の
社
会
人
で
、
講
座
終
了
後
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
人
。

定
　

員
　

10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す
）

受
講
料
　

無
料

申
込
方
法
　
　

　

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、お
使
い
の
パ

　

ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
の
種
類
を
記
入
し
、
電
子

　

メ
ー
ル
で
下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　

８
月
１
日（
水
）〜
31
日（
金
）

違反広告物 一斉除去 　

９
月
１
日
〜
10
日
は｢

屋
外

広
告
物
適
正
化
旬
間｣

で
す
。

　

こ
の
間
、
屋
外
広
告
物
の

ル
ー
ル
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

９
月
10
日
（
月
）
に
は
、
条
例
違

反
の
は
り
紙
・
は
り
札
な
ど
の

広
告
物
を
一
斉
に
除
去
す
る
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
屋
外
広
告
の
広
告
主
お
よ
び
広
告
業
者
の
皆
さ
ん
へ
】

広
告
を
出
す
と
き
は
、
最
寄
り
の
土
木
事
務
所
（
注：

高
知
市
内
は
高
知
市
役
所
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。ま
た
、県
内
で
屋
外
広
告
物
業
を
営
む
人
は
、

登
録
が
必
要
で
す
。

お
知
ら
せ

問 申
特定非営利活動法人フリースペース・びーねっと
☎088（850）0385　E-mail：be-net@be-net.net

お
知
ら
せ

「ひだまりの会」講演会 　

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」
は
、
大
切
な
家
族
を
自
死

に
よ
り
失
い
、
悲
し
み
や
苦
し
み
を
か
か
え
て

い
る
人
が
出
会
い
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り

合
い
、分
か
ち
合
う
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

８
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

18
時
〜
20
時（
受
付：
17
時
45
分
〜
） 

場
　

所
　

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館 
１
階
研
修
室 

講
　

師
　

石
倉 

紘
子
さ
ん

　
　
　
　

（「
こ
こ
ろ
の
カ
フ
ェ 

き
ょ
う
と
」代
表
） 

参
加
費  

無
料

※
参
加
を
希
望
す
る
遺
族
の
方
は
事
前
に
電
話

　

で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 申
高知県立精神保健福祉センター 
☎088（821）4966

問
高知県警察本部 警務課 人事係　☎ 088（826）0110
フリーダイヤル　0120‐032376

放送大学 10月入学生募集 　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
、心
理
学
、福
祉
、

経
済
、歴
史
、文
学
、自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。（
科
目
数
３
０
０
以
上
）

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

授
業
を
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
好
評
放
送
中
！

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
２
３
１
Ch
に
合
せ
て
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
　

８
月
31
日（
金
）ま
で

　

資
料
の
請
求（
無
料
）は
放
送
大
学
高
知
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.ouj.ac.jp

）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
　

集

問
放送大学高知学習センター（高知市曙町2-5-1 高知大学内）
☎ 088（843）4864

※受験や職務内容に関する質問などについては、下記のフリーダイヤルまでお気軽にお電話ください。

高知県警察では、将来の担い手となる、熱意とやる気のある若者の応募を待っています。

警察官Ｂ

受付期間 ８月15日（水）～９月５日（水） ８月15日（水）～31日（金）

第一次試験日 10月14日（日） ９月23日（日）

受験資格

警察事務（初級）

昭和57年４月２日から平成７年４月

１日までに生まれた人。（学校教育法に

よる４年制の大学等を卒業した人また

は平成25年３月31日までに卒業見込

みの人は受験できません）

平成３年４月２日から平成７年４月１

日までに生まれた人。（学校教育法によ

る４年制の大学等を卒業した人および

平成25年３月31日までに卒業見込み

の人は受験できません。

問

幡多土木事務所 維持管理課 　☎（34）5222
（県）土木部 都市計画課　「屋外広告物について」
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/171701/okugai.html

8月は北方領土返還運動全国強調月間です



市民のひろば

   

７
月
８
日
（
日
）
、
高
知
大
学
教
育
学
部
の
音
楽
専
攻
生

６
名
に
よ
る
音
楽
団「
新
鮮
果
実
音
楽
団
☆
フ
ル
ー
テ
ィ
」

の
出
張
演
奏
を
、
口
屋
内
小
学
校
体
育
館
（
休
校
中
）
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
音
楽
で
地
域
の
人
た
ち
に
笑
顔
と

元
気
を
届
け
た
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、高
知
県
内
の
中
山
間

地
域
で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
人
と
地
域
の
研
究
所
」

の
協
力
を
得
て
、
口
屋
内
地
区
の
主
催
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
地
区
内
外
か
ら
約
50
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」な
ど
懐
か

し
い
曲
も
あ
り
、
参

加
者
は
学
生
楽
団
の

奏
で
る
美
し
い
音
色

に
耳
を
傾
け
、
口
ず

さ
ん
だ
り
、
足
や
手

で
リ
ズ
ム
を
取
っ
た

り
し
て
、
体
育
館
に

流
れ
る
美
し
い
音
色

を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う

な
若
い
人
と
の
交
流

を
通
し
て
地
域
の
活

性
化
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

投
稿：

山
崎
一
夫（
口
屋
内
地
区
区
長
）

報　　告報　　告

高
知
大
学「
新
鮮
果
実
音
楽
団
」

出
張
演
奏 

in 

口
屋
内

講
演
会

「
ア
ウ
ト
ド
ア
か
ら

学
ぶ
防
災
の
力
」

講
演
会

「
ア
ウ
ト
ド
ア
か
ら

学
ぶ
防
災
の
力
」

　

「
野
遊
び
の
力
」
を
推
進
し
、
阪

神
、東
日
本
大
震
災
で
ア
ウ
ト
ド
ア

義
援
隊
を
組
織
し
活
動
し
た
、㈱
モ

ン
ベ
ル
の
辰
野
勇
会
長
が
、い
か
に

ア
ウ
ト
ド
ア
が
防
災
の
力
に
な
っ

た
か
に
つ
い
て
、実
体
験
に
基
づ
い

た
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
　

時
　

８
月
11
日（
土
）
　

　
　
　
　

15
時
開
演

場
　

所
　

　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

　

２
階 

四
万
十
の
間

講
　

師
　

辰
野 

勇

　
　
　
　

（
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
会
長
）

入
場
料
　

無
料

定
　

員
　

２
０
０
人

主
　

催

　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

共
　

催

　

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

　
　

☎（
３
５
）１
０
５
５

お知らせお知らせ

大文字の送り火
　土佐の小京都中村に夏の終わりを告げる風物詩。旧暦の７月１６日に山の神を祭っている十代地山（地元
では、大文字山と呼んでいます）に大の字形の送り火が篝ります。

日　時　９月２日（日）　19時から点火　　　　　　場　所　間崎十代地山
【問い合わせ先】（社）四万十市観光協会　☎（35）4171

　

ト
ン
ボ
王
国
で
は
、左
記
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。夏
休
み
の
思
い
出
作
り

に
、ぜ
ひ
多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
葉
っ
ぱ
の
図
鑑
作
り

　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内
に
自
生
し
て
い
る

色
々
な
植
物
の
葉
を
採
集
、カ
ラ
ー
・
コ

ピ
ー
機
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
葉
っ
ぱ

図
鑑
を
作
り
ま
す
。

日
　

時
　

８
月
19
日（
日
）10
時
〜
15
時

場
　

所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園

四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お

参
加
料
　

四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お

の
入
館
料
と
材
料
費
を
あ
わ
せ

て
５
０
０
円
が
必
要
で
す

■
ビ
ー
ズ
ト
ン
ボ
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

　

ビ
ー
ズ
で
作
る
ト
ン
ボ
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
版
。オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ビ
ー
ズ
ト
ン
ボ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
成
し
ま

す
。

日
　

時
　

８
月
26
日（
日
）
　

10
時
〜
11
時
と
14
時
〜
15
時
の
２
回

場
　

所
　

四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お

参
加
料
　

四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お

の
入
館
料
と
材
料
費
を
あ
わ
せ

て
５
０
０
円
が
必
要
で
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お

　

0（
３
７
）４
１
１
０

ト
ン
ボ
王
国

　

８
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

ト
ン
ボ
王
国

　

８
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

ト
ン
ボ
王
国

　

８
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

平
成
24
年
8
月
号

30



平
成
24
年
8
月
号

31

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く88

　

「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
と
い
う
、
今

ま
で
聞
い
た
こ
と
の
無
い
権
利
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

話
は
、
世
界
中
を
猛
烈
な
速
さ
で

駆
け
巡
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
こ
と
で
す
。今
は
、地
球
上
何
処
に

行
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が
瞬
時

に
伝
わ
っ
て
し
ま
う
世
の
中
で
、「
鎖

国
」も
秘
密
も
な
り
立
ち
ま
せ
ん
。公

私
の
区
別
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に

あ
な
た
や
社
会
の
噂
が
広
が
っ
て
い

く
時
代
だ
と
い
え
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
の
名
前

を
調
べ
た
ら
、
自
分
も
知
ら
な
い
こ

と
、
と
っ
く
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
で
さ
え
教
え
て
く
れ
る
ほ
ど

で
す
。特
に
、自
分
と
し
て
は
忘
れ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
事
柄
が
、
ネ

ッ
ト
上
に
真
っ
裸
で
さ
ら
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
当
た
り
前
の
状
況
な
の

で
す
。
が
、
そ
の
こ
と
の
た
め
に
、
日

夜
苦
し
ん
で
い
る
人
が
居
る
と
な
る

と
、放
っ
て
は
お
け
ま
せ
ん
。

　

い
い
こ
と
で
有
名
に
な
る
の
な
ら

ま
だ
し
も
、
隠
し
て
お
き
た
い
こ
と

が
あ
か
ら
さ
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
許
し
が
た
く
耐
え
が
た
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
ふ
と
し
た
こ
と
で
過

去
の
思
い
出
話
や
会
社
で
の
こ
と
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）で

つ
い
出
し
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
に
、

仲
間
か
ら
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
、
会

社
へ
も
行
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
Ｂ

さ
ん
は
、
10
代
の
こ
ろ
酒
を
飲
ん
だ

こ
と
を
あ
ば
か
れ
て
、内
定
を
取
り

消
し
に
さ
れ
て
も
い
ま
す
。若
い
女

性
Ｃ
さ
ん
は
、キ
ャ
バ
ク
ラ
で
働
い

た
過
去
が
写
真
と
共
に
掲
載
さ
れ

困
り
は
て
て
い
ま
す
。…
…
数
え
れ

ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
度
ネ
ッ
ト
に
載
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
秒
速
単
位
で
、
10
万
、
20
万
の

人
々
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
。人
の

噂
も
七
十
五
日
、と
い
っ
た
の
は
昔

の
こ
と
、噂
の
渦
の
中
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
ば
か
り
か
、発
信
元
が
ど
こ

の
だ
れ
か
も
分
か
ら
な
い
た
め
に
、

対
処
の
方
法
が
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
は
な

い
の
か
、
と
い
う
意
見
と
、
ど
ん
な

事
柄
で
も
、公
表
し
て
も
い
い
の
だ

と
い
う
「
表
現
の
自
由
」
の
問
題
と

が
絡
み
合
っ
て
、ま
だ
解
決
で
き
て

い
な
い
の
が
世
界
の
現
状
で
す
。

　

過
去
に
侵
し
た
前
科
が
あ
っ
て

も
立
派
に
更
正
し
て
い
る
人
を
、
も

う
一
度
暴
く
必
要
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
今
世

紀
最
大
の
文
明
を
、ま
ち
が
い
な
く

使
い
こ
な
せ
る
た
め
に
は
、人
類
は

も
う
一
歩
前
に
踏
み
出
せ
る
人
権

意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
時
代
だ
と
い
え
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

林
 

千
代

柳
花
 

友
那

堀
川
 

乃
愛

長
岡
 

莉
央

松
岡
 

哲
汰

岡
本
 

竜
之
介

田
渕
 

紘
彩 

宇
都
宮
 

望
花

齊
藤
　
 

史
哉 

岸
本
 

色
葉

中
脇
 

優
歌

村
松
 

佳
暖

岡
本
 

風
奏

今
城
 

玲
人

小
谷
 

奏
人
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平成23年12月に各戸に配布した、「平成24年四万十市カ
レンダー」において、下記のとおり不破八幡宮大祭の日程
について誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

（誤）10月13日（土）不破八幡宮大祭（宵祭）
（正）10月 6日（土）不破八幡宮大祭（宵祭）

（誤）10月14日（日）不破八幡宮大祭
（正）10月 7日（日）不破八幡宮大祭
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「広報四万十」9月号は9月5日(水)発送予定です「広報四万十」9月号は9月5日(水)発送予定です

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用
者の名義を変更するときは、事前に下記までご連絡
をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

市民病院
正木整形外科
市民病院
森下病院
市民病院
佐々木整形外科
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☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）5 2 5 2
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）7 1 7 7

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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■
東
京
で
開
催
さ
れ
た

ふ
る
さ
と
応
援
団
の
交

流
会（
６
頁
）を
取
材
し

ま
し
た
。
実
は
東
京
に

行
く
の
は
こ
れ
が
初
め

て
で
、
自
分
で
も
う
す

う
す
気
づ
い
て
は
い
ま

し
た
が
、
2×
歳
で
東
京

に
行
っ
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
の
は
世
間
で
は

か
な
り
珍
し
い
こ
と
の

よ
う
で
す
。
そ
の
こ
と

を
聞
い
た
何
人
か
の
方

が
、
も
れ
な
く
鳩
が
豆

鉄
砲
を
食
っ
た
よ
う
な

表
情
に
な
り
、
な
ぜ
か

こ
ち
ら
が
申
し
訳
な
い

気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

（
誉
也
）

第31回 四万十市 ～ふるさとに学ぶ～

【問い合わせ・申し込み先】（市）教育委員会 生涯学習課　☎（３４）７３１１

■託児サービス：３歳～小学３年生まで
　送迎バス：西土佐⇔中村
　※１週間前までに事前予約が必要
■手話または要約筆記：回により異なります。
■受講券
　・連続受講券（６日間）…1500円
　・60歳以上、高校生、
　 障害者手帳をお持ちの人
　・１日受講券…500円　　・特別講座…500円
■受講券販売所
　市立中央公民館、市立文化センター
　（本庁）市民課、（総合支所）市民課分室
　（市）教育委員会 西土佐事務所

■場　所　第１講座：西土佐ふれあいホール
　　　　　第２～６講座、特別講座：市立中央公民館 ２階大ホール
■開　場　18時30分　　■講　演　19時～20時30分

〔特別講座〕
全国初公開　新作ドキュメンタリー映画

「100年の谺―大逆事件は生きている」上映会

８月２５日（土）
①１０時～　②１４時～

※詳細は23ページをご覧ください。

こだま

8/9（木）第１講座

新しい発想で生きる

若松　進一さん

(人間牧場・年輪塾塾長)

わかまつ しんいち

8/16（木）第２講座

中村が輝いた日
～私の野球人生～

山沖　之彦さん

と仲間達（元プロ野球選手）

やまおき ゆきひこ

8/23（木）第３講座

小京都とは何か
～歴史的意義と背景～

村井　康彦さん
京都市芸術文化協会理事長
国際日本文化研究センター名誉教授

むらい やすひこ

8/29（水）第４講座

東日本大震災と産業復興

関　満博さん
明星大学教授
一橋大学名誉教授

せき みつひろ

9/4（火）第５講座

美しく老い、美しく死ぬ
～保健・医療・福祉のあり方～

宮原　伸二さん
総合ケアシ―ザル理事長
元西土佐江川崎診療所長

みやはら しんじ

9/14（金）第６講座

森　ミドリさん

作曲家・エッセイスト

もり

いま、大切に思うこと

｝1000円
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